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『日本化学総覧』―日本の科学の発展に寄与した科学文献抄録誌―

宍 戸 真 梨

国立国会図書館の蔵書から

　
『
日
本
化
学
総
覧
』
は
、
第
１
集
７
巻
、
第
２
集

37
巻
、
総
索
引
15
巻
か
ら
成
る
、
日
本
の
科
学
技
術

文
献
及
び
特
許
の
抄
録
誌
で
あ
る
。
理
学
、
工
学
、

医
学
、
薬
学
、
農
学
と
い
っ
た
科
学
技
術
分
野
全
般

を
対
象
に
、
明
治
10
（
１
８
７
７
）
年
以
降
の
研
究
報

文
24
万
２
２
６
３
件
、
日
本
特
許
10
万
５
９
５
４
件

の
抄
録
を
収
め
た
も
の
で
、
昭
和
２
（
１
９
２
７
）
年

か
ら
昭
和
38
（
１
９
６
３
）
年
に
か
け
て
刊
行
さ
れ
た
。

　

学
術
研
究
上
、
先
行
研
究
を
把
握
す
る
た
め
の

文
献
調
査
は
、
か
な
り
の
労
力
を
費
や
す
作
業
と

さ
れ
る
。
ド
イ
ツ
や
ア
メ
リ
カ
で
は
、
早
く
か
ら

化
学
文
献
の
抄
録
誌 Chem

isches Zentralblatt

（
１
８
３
０
年
創
刊
）
やChem

ical A
bstracts

（
１
９
０
７
年
創
刊
）
が
刊
行
さ
れ
、
科
学
者
の
研

究
活
動
を
助
け
た
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
海
外
抄
録
誌

に
和
文
文
献
が
収
載
さ
れ
る
こ
と
は
極
め
て
稀
で
あ

り
、
和
文
文
献
の
調
査
は
困
難
な
状
況
に
あ
っ
た
。

そ
こ
で
、我
が
国
の
文
献
抄
録
誌
の
必
要
性
を
訴
え
、

創
刊
の
中
心
と
な
っ
た
の
が
、
漆
の
主
成
分
ウ
ル
シ

ド
ー
ル
の
合
成
法
を
発
見
す
る
な
ど
自
身
も
化
学
者

と
し
て
の
功
績
を
持
つ
、
東
北
帝
国
大
学
教
授
（
当

時
）
の
眞
島
利
行
博
士
（
１
８
７
４
～
１
９
６
２
）

で
あ
る
。

　

大
正
・
昭
和
初
期
に
お
い
て
、
報
文
・
特
許
情
報

を
網
羅
的
に
収
集
し
抄
録
に
ま
と
め
る
こ
と
は
、
非

常
に
骨
の
折
れ
る
作
業
で
あ
っ
た
。
ま
ず
は
、
図
書

館
な
ど
へ
出
向
き
、
雑
誌
類
を
収
集
し
て
抄
録
を
行

今 月 の 一 冊

日本化学総覧
日本化学研究会・技報堂　昭和 2（1927）～昭和 38（1963）刊
＜請求記号 Z17-448 ＞（第 1 集第 1 巻）

眞島利行博士
画像提供：東北大学史料館
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う
報
文
を
選
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て
、

選
定
さ
れ
た
報
文
に
つ
い
て
、
そ
の
専
門
分
野
ご
と

に
大
学
の
教
職
員
な
ど
へ
抄
録
作
成
を
依
頼
す
る
。

そ
の
際
、
依
頼
番
号
や
依
頼
月
日
な
ど
を
記
載
し
た

抄
録
カ
ー
ド
を
作
成
し
、
莫
大
な
情
報
の
整
理
に
活

用
し
た
。
返
送
さ
れ
た
抄
録
の
編
集
作
業
は
、
眞
島

博
士
の
研
究
室
の
若
い
研
究
者
ら
が
担
っ
た
。
博
士

自
ら
も
全
て
の
原
稿
に
目
を
通
し
、
真
っ
赤
に
な
る

ま
で
原
稿
に
校
正
の
赤
字
を
入
れ
た
と
い
う
。

　

さ
ら
に
、『
日
本
化
学
総
覧
』
の
刊
行
及
び
刊
行

継
続
に
は
、
出
版
費
用
の
捻
出
と
い
っ
た
経
済
的
苦

難
に
加
え
、
関
東
大
震
災
、
大
恐
慌
、
戦
災
と
い
っ

た
様
々
な
困
難
を
乗
り
越
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ

た
。
特
に
、
昭
和
20
（
１
９
４
５
）
年
、
編
纂
作
業
の

拠
点
で
あ
っ
た
宮
城
県
仙
台
市
が
空
襲
を
受
け
た
際

に
は
、
地
下
壕
に
避
難
さ
せ
て
い
た
編
纂
中
の
資
料

を
除
き
、
資
料
や
作
業
所
が
焼
失
す
る
事
態
に
も
見

舞
わ
れ
た
。
戦
後
は
焼
け
跡
に
バ
ラ
ッ
ク
を
建
て
、

業
務
を
再
開
さ
せ
た
と
い
う
。

　

こ
こ
で
実
際
に
『
日
本
化
学
総
覧
』
で
論
文
抄
録

を
調
べ
て
み
た
い
。

　

抄
録
は
、
実
験
概
要
・
実
験
結
果
や
特
許
情
報
に

つ
い
て
多
く
が
数
行
か
ら
十
数
行
で
簡
潔
に
ま
と
め

ら
れ
て
お
り
、
著
者
名
索
引
、
特
許
索
引
、
事
物
索

引
（
欧
文
含
む
）
な
ど
の
索
引
が
あ
る
。

　

例
え
ば
、
著
者
名
索
引
か
ら
森
鴎
外
の
本
名
で
あ

る
「
森 

林
太
郎
」
を
引
き
（
写
真
Ａ
）、
確
認
で
き

Chemical Abstracts ＜ Z53-A495 ＞
（左）は、東京本館科学技術・経済情

報室で初号から冊子体最終号まで開
架し、手に取って見られる。また、
Chemisches Zentralblatt ＜ Z55-A78 ＞

（右）も、関西館で初号から所蔵して
いる（閉架）。

抄録のための伝票　『情報管理』9(5) 「日本化
学総覧」の憶い出、 p.239 　第 1 図 抄録依頼伝
票の記入例（125 × 80mm) を転載
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写真 A　『日本化学総覧』（1877-1940）総索引 3, p.480
＜請求記号 Z17-448 ＞

『日本化学総覧』の論文抄録で森 鴎外(森 林太郎)を調べてみる

た
論
文
に
つ
い
て
、
抄
録
が
掲
載
さ
れ
た
巻
号
に
当

た
っ
て
み
る
。

　

兵
役
年
齢
に
当
た
る
日
本
人
が
必
要
な
栄
養
素

を
、
在
営
時
・
演
習
時
・
戦
時
で
そ
れ
ぞ
れ
計
算
し

た
「
日
本
兵
食
論
大
意
」（
写
真
Ｂ
）
や
、
５
種
の

牛
肉
缶
詰
を
分
析
し
比
較
し
た
「
諸
種
の
牛
肉
鑵
詰

の
成
分
に
就
て
」（
写
真
Ｃ
）
な
ど
、
軍
医
で
あ
っ

た
森
鴎
外
が
執
筆
し
た
論
文
の
抄
録
に
加
え
、
原
文

が
掲
載
さ
れ
て
い
る
雑
誌
情
報
を
調
べ
る
こ
と
が
で

き
る
。

写真 B　『日本化学総覧』（1877-1940）第1集第1巻 , p.62
＜請求記号 Z17-448 ＞

写真 C　『日本化学総覧』（1877-1940）第1集第1巻 , p.264
＜請求記号 Z17-448 ＞

陸軍医学校時代の森鴎外
『軍医森鴎外』文松堂書店 , 

1943 
https://dl.ndl.go.jp/pid/ 
1069409/1/5（モノクロ
画像）

https://dl.ndl.go.jp/pid/ 1069409/1/5
https://dl.ndl.go.jp/pid/1069409/1/5
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〇参考文献
『日本化学総覧』第 1 集第 1 巻「序文」, 1927.7

＜ Z17-448 ＞
『日本化学総覧』総索引（1）「序文」, 1953.8

＜ Z17-448 ＞
久保田尚志「日本の有機化学の開拓者　眞島利行（第 4
回）」『化学史研究』30, 2003, pp.231-255 ＜ Z17-702 ＞
山口達明・滝口泰之「『日本化學總覽』で明治大正期
日本の化学を発掘しましょう」『化学史研究』48, 2021, 
pp.74-78 ＜ Z17-702 ＞
迫利右エ門「化学総覧のことども」『真島利行先生  遺稿
と追憶』真島利行先生遺稿集刊行委員会 , 1970, pp.478-
482 ＜ GK82-8 ＞
有田正規『学術出版の来た道』岩波書店 , 2021
＜ UE13-M4 ＞
迫利右エ門「「日本化学総覧」の憶い出」『情報管理』9（5）, 
1966.8, pp.238-242 ＜ Z14-375 ＞
※＜　＞内は当館請求記号

　

様
々
な
苦
難
を
経
て
刊
行
さ
れ
た
『
日
本
化
学
総

覧
』
で
は
あ
る
が
、
当
時
の
研
究
者
・
技
術
者
に

と
っ
て
、
文
献
調
査
の
労
務
を
省
力
化
さ
せ
、
ひ
い

て
は
我
が
国
の
科
学
の
発
展
に
果
た
し
た
役
割
は
大

き
か
っ
た
。
令
和
４
（
２
０
２
２
）
年
に
は
、
同
書
は

日
本
の
科
学
技
術
文
献
抄
録
誌
の
先
駆
け
と
し
て
、

日
本
化
学
会
の
定
め
る
「
化
学
遺
産
」
に
認
定
さ
れ

た
。
な
お
、昭
和
39
（
１
９
６
４
）
年
以
降
、刊
行
元
が
、

眞
島
博
士
が
設
立
し
た
「
財
団
法
人
日
本
化
学
研
究

会
」か
ら
、特
殊
法
人
日
本
科
学
技
術
情
報
セ
ン
タ
ー

（
Ｊ
Ⅰ
Ｃ
Ｓ
Ｔ
）（
現
・
国
立
研
究
開
発
法
人
科
学
技

術
振
興
機
構
（
Ｊ
Ｓ
Ｔ
））
へ
変
更
に
な
っ
た
。
昭

和
49
（
１
９
７
４
）
年
か
ら
は
『
科
学
技
術
文
献
速
報
・

化
学
・
化
学
工
業
編
（
国
内
編
）』
と
改
題
し
、
現

在
も
Ｗ
ｅ
ｂ
版
（
有
料
）
と
し
て
継
続
し
て
い
る
。

　

国
立
国
会
図
書
館
で
は
本
書
の
デ
ジ
タ
ル
化
作
業

が
完
了
し
、
令
和
5
（
２
０
２
３
）
年
２
月
28
日
か
ら

国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
で
公
開

を
行
っ
て
い
る
（
国
立
国
会
図
書
館
内
限
定
）。
実

際
に
『
日
本
化
学
総
覧
』
に
目
を
通
し
て
い
た
だ
く

と
、
眞
島
博
士
ら
編
纂
作
業
に
携
わ
っ
た
人
々
の
偉

功
を
実
感
し
、
ま
た
、
当
時
の
研
究
者
ら
が
ど
の
よ

う
な
こ
と
に
関
心
を
抱
き
、研
究
を
行
っ
て
き
た
か
、

様
々
な
観
点
か
ら
興
味
深
く
眺
め
る
こ
と
が
で
き
る

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

東京本館で所蔵する『日本化学総覧』
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１
、
ス
ペ
イ
ン
語
圏
と
は

　

ス
ペ
イ
ン
語
圏
と
は
、
ス
ペ
イ
ン
と
中
南
米

の
約
20
か
国
と
理
解
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思

い
ま
す
。

　

ス
ペ
イ
ン
語
圏
の
ネ
イ
テ
ィ
ブ
の
話
者
は

５
億
人
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
な
ぜ
、
こ
の
よ

う
に
中
南
米
で
ス
ペ
イ
ン
語
が
話
さ
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
の
か
、
簡
単
に
言
う
と
、
コ
ロ
ン
ブ

ス
が
ア
メ
リ
カ
を
発
見
し
て
か
ら
、
ス
ペ
イ
ン

が
中
南
米
の
土
地
を
植
民
地
化
し
て
い
っ
た
と

い
う
歴
史
が
あ
る
た
め
で
す
。

宇野 和美 氏
スペイン語翻訳家。1983年東京外国語大学
外国語学部スペイン語学科卒業。出版社勤
務を経て、2002年バルセロナ自治大学大学
院文学教育科言語文学教育修士課程修了。
2007年スペイン語の児童書を専門とするオン
ライン書店「ミランフ洋書店」を開店。
訳書に『見知らぬ友』（福音館書店）、『おとなっ
てこまっちゃう』（偕成社）、『むこう岸には』（ほ
るぷ出版）、『ちっちゃいさん』（講談社）他多
数。著書に『まめつぶこぞうパトゥフェ　スペイ
ン・カタルーニャのむかしばなし』（BL出版）等。

国立国会図書館国際子ども図書館では、2022年 10月4日（火）から12月
25日（日）まで開催した展示会「スペイン語でつながる子どもの本―スペイン
と中南米から」の関連講演として、スペイン語圏の児童文学の翻訳で知られる
宇野和美氏を講師にお迎えし、スペイン語圏の子どもの本を取り巻く状況など
についてお話しいただきました（YouTube 配信）。スペイン語圏の100年前か
ら現代までの多彩な子どもの本のエピソードに満ちた講演の様子をダイジェスト
でお伝えします。―子どもの本は「多様な世界への窓」になっている。「分
からなさ」や「違い」を怖がることはない―と講演は結ばれます。

（文責　本誌編集担当）

スペイン語圏の地図

展示会「スペイン語でつながる子どもの本ースペインと中南米から」関連講演

©Kazuko Wakayama 
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２
、
社
会
の
動
向
と
児
童
文
学
の
発
展
―
ス

ペ
イ
ン
と
中
南
米
―

　

ま
ず
は
１
９
２
０
年
か
ら
１
９
７
０
年
ぐ
ら

い
ま
で
の
状
況
を
振
り
返
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

ス
ペ
イ
ン
で
は
20
世
紀
前
半
に
第
二
共
和
政

と
呼
ば
れ
る
時
代
が
あ
り
、
そ
の
頃
は
ち
ょ
う

ど
児
童
雑
誌
の
時
代
で
し
た
。
そ
の
後
、
内
戦

と
そ
れ
に
続
く
独
裁
に
よ
り
、
民
主
的
な
文

化
、
児
童
雑
誌
で
花
開
い
た
よ
う
な
文
化
が
完

全
に
断
絶
し
て
し
ま
い
ま
す
が
、
独
裁
政
権
が

１
９
７
５
年
に
終
わ
り
、
そ
こ
か
ら
民
主
制
に

移
行
し
て
い
き
ま
す
。

　

一
方
、
中
南
米
で
は
、
１
９
６
０
年
頃
か
ら

ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
文
学
ブ
ー
ム
が
始
ま
り
ま

す
。
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
は
こ
こ
で
物
語
の
時
代

が
始
ま
っ
た
と
言
っ
て
よ
い
と
思
い
ま
す
。
そ

れ
以
前
は
詩
が
主
流
で
し
た
。
し
か
し
、
一
部

の
国
を
除
い
て
、
中
南
米
で
は
出
版
が
盛
ん
で

は
な
い
国
も
多
く
、
さ
ら
に
、
物
語
の
時
代
が

来
て
か
ら
も
、
内
戦
や
独
裁
な
ど
に
よ
る
不
安

定
な
政
情
か
ら
、
文
化
が
断
絶
し
て
し
ま
う
状

況
が
あ
り
ま
し
た
。

　

今
回
、
ス
ペ
イ
ン
と
中
南
米
の
１
０
０
年
の

話
を
す
る
際
に
、
そ
の
前
半
の
時
代
の
作
品
で

日
本
に
お
い
て
翻
訳
さ
れ
た
も
の
に
は
ど
う
い

う
も
の
が
あ
る
か
を
、
ま
ず
お
話
し
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

20
世
紀
の
後
半
ぐ
ら
い
ま
で
に
日
本
で
ス
ペ

イ
ン
の
児
童
書
と
し
て
紹
介
さ
れ
た
本
と
し
て

は
、『
ド
ン
・
キ
ホ
ー
テ
』
が
あ
り
ま
す
。
も

と
も
と
子
ど
も
の
本
で
は
な
く
、
17
世
紀
の
文

学
で
す
が
、
ス
ペ
イ
ン
に
は
古
典
的
な
児
童
文

学
が
な
い
の
で
、
１
９
５
０
年
代
、
60
年
代
に

日
本
で
出
版
さ
れ
た
世
界
児
童
文
学
全
集
の
よ

う
な
も
の
に
は
、
必
ず
と
い
う
感
じ
で
『
ド
ン・

キ
ホ
ー
テ
』
が
収
録
さ
れ
ま
し
た
。

　

ス
ペ
イ
ン
の
内
戦
時
代
、
内
戦
後
の
独
裁
時

代
に
発
表
さ
れ
た
作
品
の
中
で
は
、
国
際
ア
ン

デ
ル
セ
ン
賞
受
賞
者
ホ
セ
・
マ
リ
ア
・
サ
ン
チ
ェ

ス=

シ
ル
バ
の
『
さ
よ
な
ら
ホ
セ
フ
ィ
ー
ナ
』、

あ
る
い
は
女
性
作
家
ア
ナ
・
マ
リ
ア
・
マ
ト
ゥ
ー

テ
の
『
き
ん
い
ろ
目
の
バ
ッ
タ
』
な
ど
の
作
品

が
翻
訳
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ス
ペ
イ
ン
に
お
け
る
１
９
８
０
年
代
と
い
う

の
は
、
独
裁
が
終
わ
っ
て
、
民
主
的
な
社
会
に

変
わ
っ
て
、
そ
れ
ま
で
検
閲
や
言
論
統
制
で
な

か
な
か
発
表
で
き
な
か
っ
た
作
品
が
噴
き
出
す

よ
う
に
出
て
き
た
時
代
で
、
現
代
児
童
文
学
の

始
ま
り
と
言
っ
て
よ
い
と
思
い
ま
す
。
読
み
物

が
中
心
で
、
絵
本
は
ま
だ
高
級
品
で
し
た
。

　

時
を
同
じ
く
し
て
、
80
年
代
、
90
年
代
と
い

う
の
は
、
中
南
米
で
は
児
童
書
出
版
社
が
創
業

し
た
時
代
で
し
た
。

　

ベ
ネ
ズ
エ
ラ
で
１
９
７
８
年
に
創
業
し
た
エ

カ
レ
と
い
う
出
版
社
は
中
南
米
に
絵
本
文
化
を

も
た
ら
し
た
記
念
碑
的
な
出
版
社
と
言
っ
て
よ

い
と
思
い
ま
す
。

　

そ
の
後
、
２
０
０
０
年
以
降
は
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
の
普
及
に
よ
っ
て
、
デ
ジ
タ
ル
化
が
進

み
ま
す
。
こ
れ
は
ス
ペ
イ
ン
語
圏
の
出
版
の
中

で
は
非
常
に
大
き
な
意
味
の
あ
る
出
来
事
で
し

た
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
普
及
す
る
ま
で
、
紙

ベ
ー
ス
で
も
の
が
動
い
て
い
た
時
代
と
い
う
の

は
、
中
南
米
の
本
は
非
常
に
手
に
入
り
に
く

か
っ
た
の
で
す
が
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ

て
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
が
入
っ
て
く
る
と
と
も
に

『さよならホセフィーナ』
ホセマリア・サンチェスシルバ 作
江崎桂子 訳　ロレンソ・ゴニ 絵
学研　1967＜請求記号 Y7-845＞
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絵
本
ブ
ー
ム
が
起
こ
り
ま
す
。
読
み
物
が
中
心

だ
っ
た
と
こ
ろ
に
、
絵
本
の
楽
し
さ
を
知
る
人

た
ち
が
ど
ん
ど
ん
出
版
し
始
め
た
の
が
こ
の
時

代
で
、
同
じ
頃
に
翻
訳
書
も
非
常
に
増
え
ま
し

た
。
ま
た
、
児
童
書
店
も
増
え
、
ス
ペ
イ
ン
語

圏
20
か
国
ほ
ど
の
中
で
、
国
境
を
越
え
て
本
づ

く
り
が
な
さ
れ
る
時
代
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。

３
、
現
代
ス
ペ
イ
ン
語
圏
の
子
ど
も
の
本

　

私
自
身
が
ス
ペ
イ
ン
語
の
本
の
翻
訳
を
し
よ

う
と
思
っ
た
と
き
に
、
20
か
国
あ
れ
ば
ど
こ
の

国
に
も
子
ど
も
の
本
が
あ
る
だ
ろ
う
と
、
楽
観

的
に
考
え
て
い
た
の
で
す
。

　
し
か
し
、
社
会
が
あ
れ
ば
子
ど
も
の
本
が
あ

る
と
い
う
わ
け
で
は
な
く
、
本
は
平
和
で
豊
か

な
国
に
流
通
し
て
い
く
も
の
だ
と
感
じ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
人
口
が
少
な
い
国
の
場
合
、

読
む
人
が
少
な
く
、
商
業
出
版
が
成
り
立
た
な

い
状
況
が
あ
っ
た
り
、
内
乱
や
独
裁
政
権
な
ど
、

い
ろ
い
ろ
な
理
由
で
本
が
出
版
で
き
な
い
事
態

も
起
き
て
き
ま
す
。
子
ど
も
の
本
は
全
体
に
ま

ん
べ
ん
な
く
あ
る
わ
け
で
は
な
く
、
偏
っ
た
所

に
あ
る
と
い
う
の
は
頭
に
入
れ
て
お
く
と
よ
い

と
思
い
ま
す
。

①
読
み
物
と
社
会

　

子
ど
も
の
本
は
、
ど
ん
な
本
で
も
社
会
を
反

映
し
て
い
る
部
分
が
あ
り
、
特
に
読
み
物
に
は

そ
の
部
分
が
多
い
と
思
い
ま
す
。

　

た
と
え
ば
、
ス
ペ
イ
ン
の
独
裁
の
時
代
は
、

教
育
的
価
値
が
顕
著
に
認
め
ら
れ
る
本
の
み
出

版
す
べ
し
、
出
版
社
は
民
話
や
古
典
に
題
材
を

求
め
、
英
雄
譚
や
道
徳
的
な
テ
ー
マ
を
選
ぶ
べ

し
、と
い
う
政
府
の
通
達
が
あ
り
、ア
ン
チ
ヒ
ー

ロ
ー
的
な
悪
い
子
が
出
て
く
る
本
は
出
版
さ
れ

ま
せ
ん
で
し
た
。
悪
い
子
が
登
場
し
た
本
も
最

後
に
は
改
心
す
る
、
あ
る
い
は
、
家
族
の
形
も
、

理
想
化
さ
れ
た
家
族
像
が
土
台
に
な
っ
て
い

て
、
社
会
批
判
は
禁
物
で
、
ユ
ー
モ
ア
や
空
想
、

ナ
ン
セ
ン
ス
は
無
益
な
も
の
と
し
て
捉
え
ら
れ

て
い
て
、
そ
の
よ
う
な
本
は
な
か
な
か
出
版
で

き
な
か
っ
た
の
で
す
。

　
そ
の
反
動
か
ら
、そ
の
後
は
い
ろ
い
ろ
な
テ
ー

マ
の
、
当
時
出
せ
な
か
っ
た
本
も
出
て
く
る
わ

け
で
す
。
現
在
、
読
み
物
は
エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ

ン
ト
も
含
む
あ
ら
ゆ
る
テ
ー
マ
の
本
が
出
て
い

る
と
考
え
て
よ
い
と
思
い
ま
す
。
中
南
米
の
児

童
文
学
を
見
た
と
き
に
、
暴
力
と
貧
困
の
影
が

非
常
に
色
濃
く
出
て
い
る
作
品
が
多
い
と
い
う

の
も
一
つ
の
現
象
だ
と
思
い
ま
す
。

『ベラスケスの十字の謎』
エリアセル・カンシーノ 作　
宇野和美 訳　徳間書店　2006
＜請求記号 Y9-N06-H221＞
スペインのベラスケスの有名な絵画

「ラス・メニーナス」を題材にして
描かれた物語です。

『最果てのサーガ 1』
リリアナ・ボドック 作　中川紀子 訳　
PHP 研究所　2011
＜請求記号 Y9-N11-J34＞
中南米では非常に広く読まれたファ
ンタジーです。中南米の歴史や風土
に基づいて、古い世界から侵略者が
やってくるという設定になっています。

『めがねっこマノリート』
エルビラ・リンド 作　
エミリオ・ウルベルアーガ 絵
とどろきしずか 訳　清水憲男 監修　
小学館　2005
＜請求記号 Y9-N05-H256＞
スペインで 100 万部以上の大ベス
トセラーになった物語で、マドリード
の下町に住む男の子、いたずらっ
子のお話です。

スペインでは１９８０年代以降、言論統制から解き放たれて、熱
気あふれる時代がありました。ちょうど日本の１９５０～６０年代
の、児童書が多く出てきた時代の熱気のようなものを思い浮か
べていただければと思います。前の時代の反動のような作品
が出版された後、１９９０年代に入ると、内戦や独裁から離れ
たいろいろなテーマの作品が出始めました。その一部と、中
南米の読み物を紹介します。
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②
自
分
た
ち
を
表
現
す
る

　
「
子
ど
も
の
本
は
「
鏡
」
で
あ
り
「
窓
」
で

あ
る
」、
こ
れ
は
メ
キ
シ
コ
の
エ
リ
サ
・
ボ
ニ
ー

ジ
ャ
と
い
う
児
童
書
の
編
集
者
だ
っ
た
方
の
言

葉
で
、
本
と
い
う
の
は
自
分
を
表
現
す
る
も
の

で
あ
り
、
他
者
を
見
る
「
窓
」
に
も
な
る
と
い

う
こ
と
で
す
。
ど
ん
な
国
の
児
童
書
で
も
そ
の

国
の
様
子
と
か
独
自
の
も
の
を
表
現
し
よ
う
と

す
る
動
き
は
必
ず
あ
り
、
１
９
８
０
年
以
降
の

ス
ペ
イ
ン
語
圏
の
児
童
書
出
版
、
と
り
わ
け
中

南
米
を
中
心
に
し
た
絵
本
の
分
野
に
お
い
て
、

翻
訳
絵
本
で
は
な
く
て
、
自
分
た
ち
の
状
況
を

自
ら
表
現
し
よ
う
と
す
る
動
き
が
非
常
に
顕
著

に
な
り
ま
し
た
。

　
『
ペ
ド
ロ
の
作
文
』
の
原
書
の
出
版
年
は

１
９
９
８
年
で
す
が
、
描
い
て
い
る
の
は

１
９
７
３
年
の
チ
リ
の
軍
事
ク
ー
デ
タ
ー
の
時

代
で
す
。
少
年
が
小
学
校
で
「
家
族
の
夜
の
過

ご
し
方
」
と
い
う
作
文
を
書
け
と
言
わ
れ
ま
す
。

こ
の
子
の
両
親
は
い
つ
も
ラ
ジ
オ
を
聴
い
て
い

て
、「
ラ
ジ
オ
を
聴
い
て
い
る
」
と
書
い
て
よ

い
の
か
ど
う
か
迷
う
少
年
の
作
文
が
扱
わ
れ
た

絵
本
に
な
っ
て
い
ま
す
。「
作
文
を
書
か
せ
る
」

こ
と
が
、
軍
部
が
反
政
府
分
子
を
暴
き
出
す
手

段
と
し
て
用
い
ら
れ
ま
す
。
日
本
で
も
、
シ
リ

ア
ス
で
胸
に
迫
る
作
品
と
し
て
、
出
版
さ
れ
た

頃
に
よ
く
読
ま
れ
ま
し
た
。

　

次
は
コ
ロ
ン
ビ
ア
の
現
実
を
映
し
て
い
る
作

品
、『
い
っ
し
ょ
に
か
え
ろ
う
』
で
す
。
お
話

と
し
て
は
、
お
そ
ら
く
内
乱
で
父
親
を
失
っ
た
、

母
親
と
弟
と
暮
ら
し
て
い
る
女
の
子
が
描
か
れ

て
い
ま
す
。
毎
日
、
学
校
が
終
わ
る
と
弟
を
迎

え
に
行
き
、
お
母
さ
ん
が
仕
事
場
か
ら
帰
っ
て

く
る
ま
で
弟
の
面
倒
を
見
、
ご
飯
の
支
度
を
し

て
家
に
い
る
と
い
う
境
遇
の
中
、
銅
像
の
ラ
イ

オ
ン
が
、
お
そ
ら
く
空
想
の
中
で
、
一
緒
に
い

て
く
れ
る
こ
と
で
、
寂
し
さ
を
抱
え
な
が
ら
も

心
強
く
思
っ
て
生
き
て
い
け
る
、
と
い
う
内
容

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
テ
キ
ス
ト
だ
け
読
ん
で
い
る
と
、
本
当
に
何

気
な
い
話
な
ん
で
す
。
家
に
お
母
さ
ん
が
帰
っ

て
き
て
、
ラ
イ
オ
ン
は
ど
こ
か
に
去
っ
て
い
く

の
で
す
が
、最
後
に
、親
子
が
眠
っ
て
い
る
ベ
ッ

ド
の
脇
の
写
真
立
て
に
、
ラ
イ
オ
ン
の
よ
う
な

容
貌
の
お
父
さ
ん
の
写
真
が
あ
る
と
い
う
場
面

で
終
わ
り
ま
す
。
こ
の
と
き
、
左
側
に
新
聞
が

ち
ら
っ
と
見
え
て
い
て
、「
１
９
８
５
年
行
方

不
明
者
」
と
い
う
文
字
が
ス
ペ
イ
ン
語
で
入
っ

て
い
ま
す
。
反
政
府
ゲ
リ
ラ
に
よ
っ
て
、
こ
の

年
に
判
事
や
市
民
を
含
む
１
１
５
人
が
犠
牲
に

『ペドロの作文』
アントニオ・スカルメタ 文　アルフォンソ・ルアーノ 絵
宇野和美 訳　アリス館　2004
＜請求記号 Y9-N04-H169＞

『いっしょにかえろう』
ハイロ・ブイトラゴ 文　ラファエル・ジョクテング 絵　
宇野和美 訳　岩崎書店　2018
＜請求記号 Y18-N18-L218＞
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な
っ
た
最
高
裁
占
拠
事
件
が
下
敷
き
に
な
っ
て

い
る
こ
と
が
、
こ
こ
で
ち
ら
り
と
匂
わ
さ
れ
て

い
ま
す
。
文
章
で
は
ハ
ー
ド
な
こ
と
は
書
い
て

い
な
い
の
で
す
が
、
絵
で
コ
ロ
ン
ビ
ア
の
現
実

が
描
か
れ
て
い
る
作
品
で
す
。

③
枠
に
と
ら
わ
れ
な
い
表
現
と
形
式

　
こ
こ
で
は
、
ス
ペ
イ
ン
語
圏
の
作
家
に
よ
っ

て
作
ら
れ
た
、
英
米
の
児
童
書
と
比
較
し
て
非

常
に
特
徴
の
あ
る
絵
本
を
紹
介
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

ス
ペ
イ
ン
の
場
合
、
内
戦
時
代
は
外
国
か
ら

の
絵
本
が
な
か
な
か
入
ら
ず
、
英
米
の
児
童
書

の
影
響
は
限
定
的
で
し
た
。
日
本
で
あ
れ
ば
、

１
９
５
０
年
代
、
60
年
代
に
た
く
さ
ん
の
英
米

の
絵
本
を
読
ん
で
育
っ
た
人
も
多
い
と
思
う
の

で
す
が
、
そ
う
い
う
も
の
が
絵
本
文
化
の
中
に

入
っ
て
き
て
い
な
い
よ
う
な
の
で
す
。
私
た
ち

は
絵
本
と
い
う
と
、
大
き
さ
は
こ
の
く
ら
い
で
、

ペ
ー
ジ
数
は
32
ペ
ー
ジ
く
ら
い
で
、
と
い
う
の

が
定
型
と
し
て
あ
り
ま
す
が
、
英
米
の
絵
本
の

影
響
を
受
け
ず
、
そ
う
い
う
も
の
に
あ
ま
り
こ

だ
わ
ら
ず
に
、
面
白
さ
を
追
求
し
て
、
作
品
に

合
わ
せ
て
外
側
や
体
裁
を
作
っ
て
い
く
と
い
う

人
々
が
い
ま
す
。

　

そ
の
一
人
目
と
し
て
、
エ
レ
ナ
・
オ
ド
リ
オ

ソ
ラ
（
翻
訳
書
で
は
オ
ド
リ
オ
ゾ
ー
ラ
と
表
記

さ
れ
て
い
る
）
を
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

１
９
６
７
年
生
ま
れ
の
ス
ペ
イ
ン
の
イ
ラ
ス
ト

レ
ー
タ
ー
で
す
。
こ
の
人
は
作
り
に
こ
だ
わ
っ

た
本
を
た
く
さ
ん
出
版
し
て
き
ま
し
た
。
大
変

面
白
い
人
で
、
非
常
に
特
徴
の
あ
る
絵
を
描
く

人
で
す
。
私
は
２
０
１
８
年
に
お
会
い
す
る
機

会
が
あ
っ
て
い
ろ
い
ろ
話
し
た
と
こ
ろ
、
自
分

が
表
現
し
た
い
も
の
を
す
ご
く
大
事
に
す
る
方

な
ん
だ
な
、
と
つ
く
づ
く
思
い
ま
し
た
。

　

次
に
紹
介
し
た
い
の
が
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
の

イ
ソ
ー
ル
と
い
う
作
家
で
す
。
１
９
７
２
年
生

ま
れ
で
、
メ
キ
シ
コ
の
絵
本
コ
ン
ク
ー
ル
に
応

募
し
た
の
が
き
っ
か
け
で
絵
本
の
世
界
に
入
り

ま
し
た
。

　

紹
介
し
た
い
の
は
『
ち
っ
ち
ゃ
い
さ
ん
』
と

い
う
絵
本
で
す
。「
ち
っ
ち
ゃ
い
さ
ん
」
は
「
赤

ち
ゃ
ん
」
の
こ
と
で
、
ま
だ
人
間
に
な
り
き
れ

て
い
な
い
赤
ん
坊
、
無
限
の
生
命
力
を
持
っ
た

「
ち
っ
ち
ゃ
い
さ
ん
」
が
、
だ
ん
だ
ん
大
き
く

な
っ
て
い
く
様
子
を
描
い
た
作
品
で
す
。
母
性

神
話
の
よ
う
な
も
の
は
ま
っ
た
く
な
く
、
ユ
ニ

セ
ッ
ク
ス
な
子
育
て
が
新
し
い
視
点
で
描
か
れ

て
い
ま
す
。

『あくびばかりしていたおひめさま』
カルメン・ヒル 文　エレナ・オドリオゾーラ 絵　
宇野和美 訳　光村教育図書　2009
＜請求記号 Y18-N09-J255＞『ちっちゃいさん』

イソール 作　宇野和美 訳　講談社　2016
＜請求記号 Y18-N16-L126＞
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次
に
紹
介
す
る
の
は
、
グ
ス
テ
ィ
で
す
。
こ

の
人
も
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
の
人
で
す
け
れ
ど
も
、

１
９
６
３
年
生
ま
れ
で
、
１
９
７
０
年
代
く
ら

い
か
ら
ず
っ
と
ス
ペ
イ
ン
に
住
ん
で
い
ま
す
。

　

紹
介
し
た
い
の
は
『
マ
ル
コ
と
パ
パ　

ダ
ウ

ン
症
の
あ
る
む
す
こ
と
ぼ
く
の
ス
ケ
ッ
チ
ブ
ッ

ク
』
で
、
次
男
の
マ
ル
コ
が
、
ダ
ウ
ン
症
の
あ

る
子
と
し
て
生
ま
れ
て
き
た
と
こ
ろ
か
ら
始
ま

り
ま
す
。
ダ
ウ
ン
症
で
あ
る
こ
と
を
受
け
入
れ

ら
れ
な
い
父
親
グ
ス
テ
ィ
が
、
そ
の
後
マ
ル
コ

と
長
く
毎
日
を
過
ご
し
て
い
く
間
に
、
日
記
の

よ
う
に
描
く
ス
ケ
ッ
チ
を
基
に
構
成
し
た
本
に

な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
本
が
素
晴
ら
し
い
の
は
、

最
後
に
は
父
で
あ
る
グ
ス
テ
ィ
が
、
ダ
ウ
ン
症

の
マ
ル
コ
を
丸
ご
と
受
け
止
め
る
に
至
る
と
こ

ろ
で
す
が
、
毎
日
毎
日
い
ろ
ん
な
こ
と
を
し
て
、

行
き
つ
戻
り
つ
し
な
が
ら
、
日
常
を
一
緒
に
過

ご
す
間
に
最
後
は
受
け
入
れ
て
い
く
と
い
う
と

こ
ろ
が
そ
の
ま
ま
本
に
な
っ
て
い
る
ん
で
す
。

　
こ
の
本
は
１
４
５
ペ
ー
ジ
も
あ
り
ま
す
。
日

本
で
絵
本
を
作
り
ま
し
ょ
う
と
い
う
と
き
に
、

１
０
０
ペ
ー
ジ
も
あ
る
よ
う
な
絵
本
は
作
ら
れ

な
い
の
で
は
な
い
か
と
思
う
の
で
す
が
、
い
ろ

ん
な
こ
と
が
あ
っ
て
、
そ
の
末
に
受
け
入
れ
る

よ
う
に
な
る
ま
で
の
段
階
を
た
っ
ぷ
り
と
見
せ

て
し
ま
う
と
い
う
本
づ
く
り
は
す
ご
い
な
あ
と

思
っ
て
い
ま
す
。

④
国
境
を
越
え
て
広
が
る

　

読
み
物
は
、
社
会
に
根
差
し
て
い
る
作
品
が

多
く
、
国
境
を
越
え
る
の
が
難
し
い
の
で
す
が
、

絵
本
は
、
メ
キ
シ
コ
に
住
ん
で
い
よ
う
が
ア
ル

ゼ
ン
チ
ン
に
住
ん
で
い
よ
う
が
コ
ロ
ン
ビ
ア
に

住
ん
で
い
よ
う
が
、
例
え
ば
、
ス
ペ
イ
ン
の
編

集
者
と
仕
事
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ス
ペ
イ
ン
語
圏
は
言
葉
の
垣
根
が
な
い
の

で
、
２
０
０
０
年
以
降
、
非
常
に
そ
れ
が
活
発

に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
ス
ペ
イ
ン
語
圏
内
で
出

版
社
が
主
催
す
る
絵
本
コ
ン
ク
ー
ル
が
あ
っ
た

り
、
ス
ペ
イ
ン
語
で
出
版
さ
れ
た
本
を
対
象
に

し
た
賞
、
ど
こ
の
国
で
は
な
く
全
体
を
対
象
に

し
た
賞
な
ど
も
あ
っ
た
り
し
て
、
国
を
越
え
て

切
磋
琢
磨
し
て
い
る
印
象
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

あ
ま
り
出
版
産
業
が
発
達
し
て
い
な
い
国
で
生

ま
れ
た
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
が
、
ほ
か
の
国
へ

行
っ
て
活
躍
す
る
可
能
性
も
非
常
に
高
く
、
自

国
に
こ
だ
わ
ら
ず
活
躍
し
て
い
る
人
も
た
く
さ

ん
い
る
と
思
い
ま
す
。

　
こ
こ
で
紹
介
す
る
の
は
『
カ
ピ
バ
ラ
が
や
っ

て
き
た
』
と
い
う
、
ウ
ル
グ
ア
イ
の
作
家
の
作

品
で
す
。
カ
ピ
バ
ラ
の
一
家
は
、
猟
師
に
狙
わ

れ
る
季
節
に
、
川
辺
に
あ
る
鶏
小
屋
に
逃
げ
込

み
ま
す
。
最
初
は
鶏
た
ち
が
拒
絶
す
る
ん
で
す
。

け
れ
ど
も
、
あ
る
事
件
を
き
っ
か
け
に
し
て
、

鶏
と
カ
ピ
バ
ラ
が
仲
良
く
な
っ
て
い
っ
て
、
お

互
い
に
助
け
合
う
よ
う
に
な
っ
て
い
く
。
最
後

が
、
ち
ょ
っ
と
思
い
が
け
な
い
終
わ
り
方
を
す

る
お
話
で
す
。

　

カ
ピ
バ
ラ
が
描
か
れ
て
い
ま
す
が
、
元
か
ら

い
た
人
々
の
所
に
他
所
か
ら
移
民
や
難
民
が

入
っ
て
き
て
、
両
者
の
関
係
性
が
い
ろ
い
ろ
変

わ
っ
て
い
く
、
と
い
う
今
の
世
界
の
状
況
を
な

ぞ
ら
え
て
い
る
と
捉
え
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

そ
う
考
え
る
と
非
常
に
社
会
派
の
絵
本
で
す
。

　

原
書
の
出
版
社
は
エ
カ
レ
社
で
す
。
先
ほ
ど

１
９
７
８
年
に
創
業
さ
れ
た
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
の
出

版
社
と
言
い
ま
し
た
が
、
実
は
、
２
０
０
０
年

ぐ
ら
い
か
ら
ス
ペ
イ
ン
の
バ
ル
セ
ロ
ナ
に
拠
点

を
一
つ
も
っ
て
、
そ
こ
で
出
版
活
動
を
展
開
し

て
い
ま
す
。
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
は
今
、
非
常
に
政
情

が
不
安
定
に
な
っ
て
い
て
、
そ
こ
で
本
を
作
っ

て
、
流
通
さ
せ
る
と
い
う
の
は
非
常
に
難
し
い

の
で
、
エ
カ
レ
社
は
バ
ル
セ
ロ
ナ
に
拠
点
を
も

つ
こ
と
で
、
今
も
出
版
活
動
を
非
常
に
活
発
に

続
け
る
こ
と
が
で
き
て
い
る
の
で
す
。
ま
た
、
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エ
カ
レ
社
は
数
年
前
か
ら
、
ス
ペ
イ
ン
の
絵
本

出
版
社
の
グ
ル
ー
プ
を
作
り
、
協
力
し
あ
い
な

が
ら
良
い
本
を
出
そ
う
と
大
き
な
働
き
を
し
て

い
ま
す
。

ま
と
め
に
か
え
て

　

子
ど
も
の
本
は
「
多
様
な
世
界
へ
の
窓
」
に

な
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
私
自
身
も
翻
訳
し

て
い
ろ
ん
な
原
書
を
読
む
中
で
、
た
く
さ
ん
の

こ
と
を
学
ん
で
、
た
く
さ
ん
の
視
点
を
も
ら
っ

て
き
ま
し
た
。

　

本
と
い
う
も
の
は
消
費
さ
れ
る
も
の
、
た
く

さ
ん
売
れ
る
も
の
を
狙
っ
て
作
ら
れ
る
こ
と
が

多
い
の
で
す
が
、
消
費
の
対
象
と
し
て
で
は
な

く
関
心
の
対
象
と
し
て
、
い
ろ
ん
な
本
を
手
に

取
っ
て
も
ら
え
る
と
よ
い
な
、
と
思
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
と
き
に
「
分
か
ら
な
さ
」
や
「
違
い
」

を
怖
が
る
こ
と
は
な
い
よ
、
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

な
ん
だ
か
よ
く
分
か
ら
な
い
こ
と
は
い
く
ら

で
も
あ
る
と
思
う
ん
で
す
ね
。
け
れ
ど
、
別
に

す
ぐ
分
か
ら
な
く
て
も
い
い
、
知
ら
な
け
れ
ば

理
解
で
き
な
い
の
で
、
手
に
取
っ
て
く
れ
た
ら

い
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
と
。
文
学
的
に
も
芸
術

的
に
も
、
表
現
の
仕
方
な
ど
が
非
常
に
優
れ
た

本
と
い
う
の
は
、
読
む
者
に
何
か
し
ら
残
し
て

い
く
も
の
だ
と
思
う
の
で
、
手
に
取
っ
て
ほ
し

い
で
す
。

　

ま
た
、
子
ど
も
と
本
を
つ
な
ぐ
立
場
に
あ
る

よ
う
な
方
は
、
ぜ
ひ
と
も
子
ど
も
の
読
者
に
ス

ペ
イ
ン
語
圏
の
本
も
届
け
て
い
っ
て
い
た
だ
け

れ
ば
と
願
っ
て
い
ま
す
。

『マルコとパパ
ダウン症のあるむすことぼくのスケッチブック』
グスティ 作・絵　宇野和美 訳
偕成社　2018
＜請求記号 Y1-N18-L60＞

『カピバラがやってきた』
アルフレド・ソデルギット さく
あみのまきこ やく　岩崎書店　2022
＜請求記号 Y18-N22-M256＞

宇野先生はこのほかにも、日本で紹
介されていないスペイン語圏の絵本
や、それらを生んだ社会背景などに
も触れてくださいました。英米の絵
本とはまた違った特徴を持つ絵本の
数々に魅了されたひと時でした。
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法令議会資料 いま・むかし

『最高裁判所刑事判例集』 19(9) 
( 民事共 ) 昭和 40（1965）年
＜CZ-2711-1＞

三浦　修

　

国
立
国
会
図
書
館
で
は
、
法
令
や
議
会
に
関
す
る

資
料
を
重
点
的
に
収
集
し
て
お
り
、
そ
れ
ら
を
法
令

議
会
資
料
と
呼
ん
で
い
ま
す
。
一
般
の
方
に
は
な
じ

み
が
薄
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
日
本
で
言
え
ば
、

代
表
的
な
も
の
と
し
て
、
法
令
等
の
条
文
を
掲
載
す

る
「
官
報
」・「
法
令
全
書
」、
裁
判
所
の
判
例
を
掲

載
す
る
各
種
の
「
判
例
集
」
な
ど
の
法
令
資
料
（
図

1
）、国
会
や
地
方
議
会
の
審
議
の
記
録
で
あ
る
「
会

議
録
」、
審
議
の
対
象
と
な
る
「
議
案
類
」
な
ど
の

議
会
資
料
（
図
２
）
が
あ
り
、
当
館
議
会
官
庁
資
料

室
で
所
蔵
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
ら
の
多
く
は
、
国
や

地
方
公
共
団
体
の
諸
機
関
に
よ
り
作
成
さ
れ
る
も
の

で
、
法
律
の
公
布
や
そ
の
制
定
過
程
の
記
録
と
い
っ

た
、
国
民
の
権
利
・
義
務
に
直
接
関
係
の
あ
る
重
要

な
資
料
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
通
常
の
流
通

ル
ー
ト
に
乗
る
こ
と
が
少
な
く
、
か
つ
て
は
一
般
の

方
に
は
入
手
が
困
難
で
し
た
。
ま
た
所
蔵
す
る
機
関

が
限
ら
れ
る
た
め
に
、
探
し
て
い
る
資
料
の
有
無
を

文
書
や
電
話
で
問
い
合
わ
せ
る
か
、
直
接
訪
問
し
て

調
査
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
な
ど
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
を
通
じ
て
、
公
の
機
関
の
情
報
が
発
信
さ
れ
、
流

通
す
る
よ
う
に
な
っ
た
現
在
と
比
べ
る
と
、
ア
ク
セ

ス
す
る
に
は
多
く
の
制
約
が
あ
り
ま
し
た
。

　

紙
媒
体
の
資
料
に
つ
い
て
は
、
現
在
も
な
お
そ
の

状
況
が
続
い
て
い
る
と
言
え
ま
す
が
、
21
世
紀
初
頭

以
降
、
日
本
に
お
い
て
も
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境
の

整
備
が
進
み
、
図
書
館
等
の
資
料
の
所
蔵
情
報
の
み

『法令全書』昭和 37（1962）年 8 月 
＜CZ-4-1＞ 

『官報』11866 号  昭和 41（1966）年 7 月4日 
＜CZ-2-2＞

図１　さまざまな法令資料

－調査方法の変遷－
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な
ら
ず
、
資
料
の
画
像
や
本
文
そ
の
も
の
を
直
接
見

ら
れ
る
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
が
提
供
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ

て
き
ま
し
た
。
そ
う
し
た
サ
ー
ビ
ス
の
展
開
は
、
分

野
を
問
わ
ず
進
め
ら
れ
て
い
る
の
で
す
が
、
法
令
議

会
資
料
の
分
野
に
お
い
て
は
、
特
に
顕
著
に
見
え
ま

す
。

　

そ
れ
は
、
こ
れ
ま
で
紙
媒
体
で
情
報
を
公
表
し
て

い
た
国
や
地
方
公
共
団
体
の
諸
機
関
が
自
ら
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
で
情
報
を
発
信
し
、
資
料
を
所
蔵
す
る
機
関

が
デ
ジ
タ
ル
化
し
た
資
料
を
公
開
す
る
こ
と
に
よ

り
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
多
く
の
基
本
的
な
資
料
・

情
報
が
提
供
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
る
た
め

で
す
。
ま
た
、
従
来
の
紙
媒
体
の
目
録
類
で
は
、
検

索
に
使
え
る
キ
ー
ワ
ー
ド
が
、
資
料
の
タ
イ
ト
ル
や

著
者
名
な
ど
に
限
定
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
現
在
提

供
さ
れ
て
い
る
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
で
は
、
本
文
の
全
文

検
索
が
で
き
る
も
の
も
あ
り
、
手
持
ち
の
情
報
が
限

ら
れ
て
い
て
も
、
必
要
な
情
報
に
た
ど
り
着
き
や
す

く
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
状
況
は
海
外
に
お
い
て
も

同
様
で
あ
り
、
現
在
で
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境
さ

え
あ
れ
ば
、
多
く
の
国
内
外
の
法
令
議
会
資
料
・
情

報
に
ア
ク
セ
ス
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
ま

す
。

図２　議会資料の一例　製菓衛生師法案の審議の記録
（右）「製菓衛生師法案」第 51 回国会衆法第 56 号　提出日：昭和 41（1966）年 6 月23日　＜BZ-4-01＞　
（左）「第５１回国会衆議院会議録第 68 号（官報号外） 」　昭和 41（1966）年 6 月24日  ＜BZ-6-13＞
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Ｑ　
「
高
齢
社
会
対
策
基
本
法
」
の
審
議
過
程
を
調

べ
た
い
。　

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
普
及
以
前
と
、
現
在
と
の
法
令

議
会
資
料
の
調
査
方
法
の
変
化
を
、
具
体
的
な
例
で

見
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
国
会
に
お
け
る
審
議
の
経
過

を
調
べ
る
に
は
、
審
議
さ
れ
た
国
会
の
会
議
録
を
見

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
会
議
録
の
目
次
・
索
引
は
衆

議
院
・
参
議
院
、
本
会
議
・
委
員
会
、
国
会
の
回
次

ご
と
に
作
成
さ
れ
ま
す
。
審
議
経
過
を
知
る
た
め
に

は
、
そ
の
法
律
が
審
議
さ
れ
た
国
会
の
回
次
、
本
会

議
や
委
員
会
な
ど
を
特
定
し
、審
議
さ
れ
た
本
会
議
、

委
員
会
の
掲
載
会
議
録
の
号
数
や
頁
を
確
認
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

審
議
さ
れ
た
国
会
の
回
次
を
特
定
す
る

　

審
議
さ
れ
た
国
会
の
回
次
を
知
る
た
め
に
、
ま
ず

こ
の
法
律
が
制
定
さ
れ
た
時
期
を
調
べ
ま
す
。
最
新

の
総
合
法
令
集
、
例
え
ば
「
現
行
日
本
法
規
（
ぎ
ょ

う
せ
い
）」<

請
求
記
号 

Ｃ
Ｚ
‐
３
‐
７>

（
全

１
０
０
巻
）
の
、
五
十
音
索
引
で
調
べ
る
と
、
こ

の
法
律
は
「
第
75
巻 

労
働
」
に
収
録
さ
れ
て
お
り
、

掲
載
箇
所
を
確
認
す
る
と
、
平
成
７
年
11
月
15
日
に

公
布
さ
れ
た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

　

法
令
の
制
定
と
そ
の
改
廃
経
過
を
調
べ
る
に
は
、

当
館
が
昭
和
24
年
以
降
平
成
14
年
ま
で
作
成
し
て

い
た
「
日
本
法
令
索
引
」<

請
求
記
号 

Ｃ
Ｚ
‐
１

‐
１>

（
図
３
）
が
便
利
で
す
。
平
成
７
年
11
月
15

インターネット普及以前～ 1997（平成 9）年時点の調べ方～

具体的な調査方法の変化

索引から法律名を探す

図３　『日本法令索引』 現行法令編 , 平成 8（1996）年 , 1997＜CZ-1-1＞　年刊版の現行法令の索引。平成 14 年版まで刊行。

法律「高齢社会対策基本法」の部分
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日
以
降
に
刊
行
さ
れ
た
「
日
本
法
令
索
引
」（
こ
の

場
合
平
成
８
年
版
以
降
）
の
五
十
音
索
引
で
こ
の

法
律
を
調
べ
る
と
、「
高
齢
社
会
対
策
基
本
法 

平

７.

11.

15 

法
１
２
９
（
国
１
３
４
）」
と
記
載
さ

れ
て
お
り
、
こ
の
う
ち
「（
国
１
３
４
）」
の
箇
所
が

成
立
時
の
国
会
の
回
次
を
示
し
て
い
ま
す
。つ
ま
り
、

第
１
３
４
回
国
会
（
会
期
：
平
成
７
年
９
月
29
日
～

12
月
15
日
）
で
成
立
し
た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

審
議
さ
れ
た
委
員
会
・
本
会
議
を
調
べ
る

　

審
議
さ
れ
た
委
員
会
・
本
会
議
を
知
る
た
め
に
は
、

国
会
審
議
全
体
の
経
過
が
回
次
ご
と
に
記
録
さ
れ
て

い
る
「
議
案
審
議
表
（
参
議
院
議
事
部
）」<

請
求

記
号 

Ｂ
Ｚ
‐
５
‐
４>

が
便
利
で
す
。
第
１
３
４

回
国
会
の
「
議
案
審
議
表
」
を
調
べ
る
と
、
こ
の

法
律
の
原
案
は
「
高
齢
社
会
対
策
基
本
法
案
」（
第

１
３
２
回
国
会
参
議
院
議
員
提
出
法
律
案
第
６
号
）

で
あ
り
、
提
出
者
が
参
議
院
国
民
生
活
に
関
す
る
調

査
会
長
で
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

　

提
出
さ
れ
て
以
降
成
立
す
る
ま
で
の
、
第
１
３
２

回
国
会
（
平
成
７
年
１
月
20
日
～
６
月
18
日
）、
第

１
３
３
回
国
会
（
平
成
７
年
８
月
４
～
８
日
）、
第

１
３
４
回
国
会
の
「
議
案
審
議
表
」
を
調
べ
て
、
衆

参
の
本
会
議
や
委
員
会
の
目
次
・
索
引
を
確
認
し
、

会
議
録
の
掲
載
号
数
や
頁
を
特
定
し
て
見
て
い
く
こ

と
に
よ
り
、
こ
の
法
律
案
の
審
議
全
体
の
流
れ
が
確

認
で
き
ま
す
。

　

す
な
わ
ち
、
第
１
３
２
回
国
会
に
お
い
て
、
参
議

院
国
民
生
活
に
関
す
る
調
査
会
が
法
律
案
を
起
草

し
、
参
議
院
本
会
議
で
可
決
の
の
ち
、
衆
議
院
に
送

付
さ
れ
ま
す
が
、
衆
議
院
で
は
第
１
３
２
回
国
会
、

第
１
３
３
回
国
会
と
継
続
審
査
と
さ
れ
、
第
１
３
４

回
国
会
で
衆
議
院
内
閣
委
員
会
及
び
本
会
議
で
可
決

し
ま
す
。
第
１
３
２
回
国
会
閉
会
後
の
参
議
院
議
員

通
常
選
挙
に
よ
り
、
同
院
議
員
の
半
数
が
改
選
さ
れ

て
い
る
た
め
、
再
び
参
議
院
に
送
付
さ
れ
、
内
閣
委

員
会
及
び
本
会
議
で
可
決
、成
立
と
な
っ
て
い
ま
す
。

提
出
時
法
律
案
は
、
第
１
３
２
回
国
会
参
議
院
国
民

生
活
に
関
す
る
調
査
会
会
議
録
第
３
号
２
～
３
頁
な

ど
の
べ
６
件
の
会
議
録
に
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
原
案

ど
お
り
成
立
し
て
い
ま
す
。

議会官庁資料室カウンター（東京
本館）でも、調べ方に関する質
問に対応しています。
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図５　国会会議録検索システム　https://kokkai.ndl.go.jp 　第 1 回国会（昭和 22 年 5 月開会）以降の国会会議録を検索・閲覧するこ
とができる。 左は第 134 回国会衆議院内閣委員会議録第 3 号「高齢社会対策基本法案」

現在の調べ方

　

国
立
国
会
図
書
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
平
成
16
年
か

ら
提
供
し
て
い
る
デ
ー
タ
ベ
ー
ス「
日
本
法
令
索
引
」

（
図
４
）
で
、
法
令
と
そ
の
改
廃
経
過
、
法
律
案
及

び
そ
の
審
議
経
過
等
を
調
べ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

法
律
名
「
高
齢
社
会
対
策
基
本
法
」
で
検
索
す
る
と
、

前
頁
で
順
を
追
っ
て
調
べ
た
情
報
、
す
な
わ
ち
法
律

の
公
布
日
、
成
立
し
た
国
会
の
回
次
、
元
に
な
っ
た

法
律
案
の
提
出
や
審
議
に
関
す
る
情
報
を
即
時
に
得

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

画
面
右
上
の
「
法
令
本
文
へ
の
リ
ン
ク
」
に
よ
り
、

現
行
の
条
文
、
制
定
時
の
条
文
、「
法
律
案
・
条
約

承
認
案
件
本
文
へ
の
リ
ン
ク
」
に
よ
り
、
提
出
時
の

法
律
案
本
文
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

同
様
に
当
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
平
成
11
年
か
ら
提

供
し
て
い
る
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
「
国
会
会
議
録
検
索
シ

ス
テ
ム
」（
図
５
）
で
は
、
第
１
回
国
会
以
降
の
国

会
の
本
会
議
・
委
員
会
等
の
会
議
録
を
検
索
・
閲
覧

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。「
日
本
法
令
索
引
」
の
審

議
経
過
タ
ブ
の
リ
ン
ク
か
ら
、
審
議
の
段
階
ご
と
に

会
議
録
を
追
っ
て
い
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

図４　日本法令索引 https://hourei.ndl.go.jp  明治 19 年 2 月の公文式（こうぶんしき）施行以後の法令とその改廃経過、帝国議会以来
の法律案及びその審議経過等が参照できる。左は「高齢社会対策基本法」の項

https://kokkai.ndl.go.jp
https://hourei.ndl.go.jp
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こ
の
よ
う
に
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
介
し
て
情
報
を

入
手
す
る
環
境
の
整
備
や
、
提
供
さ
れ
る
情
報
の
対

象
範
囲
の
拡
大
は
ま
す
ま
す
進
み
、
法
令
議
会
資

料
・
情
報
へ
の
ア
ク
セ
ス
の
利
便
性
は
、
格
段
に
向

上
し
て
き
て
い
ま
す
。
し
か
し
現
状
で
は
、
検
索
エ

ン
ジ
ン
だ
け
で
誰
で
も
目
的
と
す
る
情
報
に
た
ど
り

着
く
こ
と
が
で
き
る
、
と
い
う
段
階
に
は
至
っ
て
い

ま
せ
ん
。
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
存
在
す
る
情
報
で
も
、

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
含
ま
れ
る
一
つ
一
つ
の
デ
ー
タ
等

の
「
深
層
Ｗ
ｅ
ｂ
」
と
呼
ば
れ
る
情
報
は
、
然
る
べ

き
入
口
か
ら
、
適
切
な
検
索
語
を
用
い
て
調
べ
な
い

と
、
求
め
る
デ
ー
タ
に
到
達
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん
。

　

こ
れ
は
法
令
議
会
資
料
の
分
野
に
限
っ
た
こ
と
で

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
情
報
源
の
収
録
対

象
や
範
囲
、
何
の
項
目
か
ら
調
べ
ら
れ
る
の
か
、
検

索
の
結
果
と
し
て
得
ら
れ
る
の
が
所
在
情
報
な
の
か

資
料
そ
の
も
の
な
の
か
、そ
う
い
っ
た
こ
と
を
整
理
・

把
握
し
て
お
く
こ
と
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
現
在
の

情
報
探
索
に
お
い
て
も
、
数
多
く
の
情
報
源
の
中
か

ら
、そ
の
場
合
に
も
っ
と
も
適
切
な
も
の
を
選
択
し
、

効
率
の
良
い
検
索
を
行
う
、
こ
れ
は
紙
媒
体
の
資
料

の
み
を
用
い
て
い
た
時
期
と
、
何
ら
変
わ
る
と
こ
ろ

は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

当
館
で
は
、「
リ
サ
ー
チ
・
ナ
ビ
」（
図
６
）
で
、

調
べ
も
の
に
役
立
つ
資
料
や
調
べ
方
に
関
す
る
情
報

を
、
ま
た
全
国
の
図
書
館
等
と
協
同
し
て
構
築
し
て

い
る
「
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
協
同
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」（
図

７
）
で
、
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
事
例
や
調
べ
方
マ
ニ
ュ
ア

ル
な
ど
を
提
供
し
て
い
ま
す
。
両
者
は
、
数
多
く
の

関
係
者
の
累
年
に
わ
た
る
知
識
と
経
験
が
蓄
積
さ
れ

た
、
資
料
・
情
報
の
効
率
の
良
い
調
べ
方
に
つ
い
て

の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

当
面
は
、ウ
ェ
ブ
情
報
だ
け
で
十
分
と
は
な
ら
ず
、

従
来
の
資
料
を
併
用
し
て
い
く
期
間
が
続
く
で
し
ょ

う
。
求
め
る
も
の
が
、
ウ
ェ
ブ
の
み
で
充
分
な
の
か

否
か
を
判
断
す
る
に
は
、
従
来
の
資
料
や
そ
の
背
景

に
あ
る
制
度
に
関
す
る
知
識
が
不
可
欠
で
す
。
当
館

や
そ
の
提
供
す
る
コ
ン
テ
ン
ツ
が
、
今
後
も
情
報
探

索
の
よ
り
よ
い
伴
走
者
で
あ
る
こ
と
を
願
う
も
の
で

す
。

情報探索に求められること

図６　リサーチ・ナビ　日本 - 議会資料（国会）

https://rnavi.ndl.go.jp/jp/index.html

リサーチ・ナビ ＞ 議会・法令・判例・官庁資料 ＞ 日本 -
議会資料（国会）

図 7　レファレンス協同データベース「Q. 1975 ～ 2018
年の全国の市町村の議員定数が分かる資料（図書・逐次
刊行物）があるか。」という質問への回答が記されている。

レファレンス協同データベース
https://crd.ndl.go.jp/reference/

＊ここに示す調べ方は、あくまでも
一例です。
＊注記のない＜＞内は資料の当館請
求記号です。
＊インターネット最終アクセス日は
2023 年 2 月 22 日です。

https://rnavi.ndl.go.jp/jp/index.html
https://crd.ndl.go.jp/reference/


　
国
立
国
会
図
書
館
の
未
来
を
担
う
職
員
を
採
用
す
る
た

め
、
毎
年
欠
か
す
こ
と
な
く
実
施
し
て
い
る
採
用
試
験
。

こ
の
採
用
試
験
を
成
功
さ
せ
る
こ
と
が
、
私
が
所
属
す
る

総
務
部
人
事
課
任
用
係
の
大
き
な
使
命
の
一
つ
で
す
。

　
そ
ん
な
任
用
係
に
と
っ
て
最
大
の
危
機
が
３
年
前
、
新

人
職
員
と
し
て
私
が
配
属
さ
れ
た
初
日
に
訪
れ
ま
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
に
伴
う
緊
急
事
態
宣
言
を
受
け
、
試
験
の
延

期
が
決
ま
っ
た
の
で
す
。
こ
う
し
て
私
の
任
用
係
人
生
は

困
難
と
と
も
に
め
で
た
く
（
？
）
幕
を
あ
け
ま
し
た
。

　
最
初
に
し
て
最
大
の
壁
は
、
筆
記
試
験
の
会
場
の
確
保

で
し
た
。
借
用
可
能
な
外
部
会
場
は
見
当
た
ら
ず
、
様
々

な
案
を
検
討
し
た
結
果
、
十
数
年
ぶ
り
に
当
館
内
で
実
施

す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
た
だ
、
受
験
者
約
１
０
０
０
人

分
の
座
席
を
確
保
す
る
た
め
に
は
、
職
員
が
普
段
使
っ
て

い
る
会
議
室
だ
け
で
は
到
底
足
り
ま
せ
ん
。
資
料
閲
覧
の

た
め
の
エ
リ
ア
や
利
用
者
が
少
し
休
憩
す
る
よ
う
な
場
所

も
含
め
、
館
内
で
試
験
室
と
し
て
使
え
そ
う
な
ス
ペ
ー
ス

を
探
し
、
広
さ
を
測
っ
て
収
容
人
数
を
計
算
し
ま
し
た
。

当
時
ま
だ
ど
こ
に
何
が
あ
る
の
か
把
握
し
き
れ
て
い
な
い

私
は
、
広
い
館
内
で
迷
子
に
な
り
な
が
ら
も
必
死
に
歩
き

回
っ
た
の
を
覚
え
て
い
ま
す
。

　
次
な
る
壁
は
面
接
試
験
で
し
た
。
館
内
の
感
染
拡
大
を

防
ぐ
た
め
、
従
来
の
対
面
方
式
で
は
な
く
オ
ン
ラ
イ
ン
で

の
面
接
を
一
部
導
入
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
当
時
は
ま

だ
普
及
し
た
ば
か
り
で
、
こ
ち
ら
も
手
探
り
の
状
態
で
し

た
が
、
当
日
の
流
れ
の
確
認
や
接
続
ト
ラ
ブ
ル
が
起
き
た

際
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
何
度
も
行
い
、
入
念
に
準
備

し
ま
し
た
。
面
接
当
日
は
、
無
事
終
え
る
こ
と
が
で
き
る

か
、
自
分
が
受
験
者
と
し
て
面
接
を
受
け
た
と
き
と
同
じ

く
ら
い
緊
張
し
て
い
た
の
を
今
で
も
思
い
出
し
ま
す
。

　
こ
う
し
た
準
備
の
お
か
げ
で
、
任
用
係
最
大
の
危
機
で

あ
り
、
私
に
と
っ
て
最
初
の
大
仕
事
で
あ
っ
た
採
用
試
験

を
無
事
乗
り
切
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
年
に
限
ら

ず
、
昨
年
は
外
部
会
場
で
の
筆
記
試
験
を
再
開
し
た
り
、

今
年
は
受
験
申
込
み
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化
を
行
っ
た
り
と
、

当
館
を
取
り
巻
く
社
会
情
勢
に
合
わ
せ
て
毎
年
少
し
ず
つ

手
法
を
変
え
な
が
ら
、
試
験
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
大
変

な
仕
事
で
す
が
、
新
人
職
員
の
や
る
気
に
満
ち
た
笑
顔
を

見
る
こ
と
が
で
き
た
と
き
は
、
当
館
の
未
来
を
創
る
仕
事

を
し
て
い
る
ん
だ
な
と
実
感
し
ま
す
。
今
後
も
、
当
館
の

未
来
の
た
め
毎
年
新
し
い
職
員
を
迎
え
ら
れ
る
よ
う
ま
い

進
し
て
い
き
ま
す
。

　
さ
て
、
こ
こ
ま
で
お
読
み
く
だ
さ
り
我
こ
そ
は
と
思
わ

れ
た
皆
様
、
今
年
の
受
付
は
終
了
し
ま
し
た
が
、
来
年
以

降
の
受
験
申
込
み
を
心
よ
り
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

（
人
事
課 

任
用
係
　
春
巻
き
太
郎
）

未来の国立国会図書館
職員を迎えるために
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江戸時代の大酒飲み、大食い

川本　勉

　

大
食
い
を
競
う
イ
ベ
ン
ト
や
テ
レ
ビ
番
組
、

ま
た
、
完
食
者
は
料
金
が
た
だ
に
な
る
飲
食
店

の
企
画
な
ど
は
、
現
代
で
も
よ
く
知
ら
れ
て
い

る
が
、
江
戸
時
代
で
は
行
司
を
立
て
て
酒
、
飯
、

菓
子
、
蕎
麦
な
ど
飲
食
の
量
を
競
う
催
し(

闘

飲
、
闘
食
ま
た
は
大
酒
大
食
会)

が
、
し
ば
し

ば
行
わ
れ
て
い
た
。
浄
瑠
璃
本
の
『
金き

ん
ぴ
ら平
大
酒

論
』（
１
）
に
は
、
坂さ
か
た
の田
金き
ん
と
き時
の
一
子
で
、
正
義

感
が
強
く
豪
放
磊ら

い
ら
く落
で
知
ら
れ
た
兵
庫
守
金
平

が
、
大
盃
で
大
酒
を
飲
む
様
子
が
描
か
れ
、
絵

手
本
と
し
て
知
ら
れ
る
葛
飾
北
斎
の
『
北
斎
漫

画
』（
２
）
や
、渓
斎
英
泉
の
『
浮う
き
よ世
畫え

ふ譜
』（
３
）

に
は
、
蕎
麦
を
山
の
よ
う
に
平
ら
げ
る
大
食
の

様
子
が
描
か
れ
て
い
る
。

　

こ
こ
で
は
、
当
館
が
所
蔵
す
る
版
本
、
写
本

を
中
心
に
、
江
戸
時
代
の
大
酒
飲
み
、
大
食
い

に
つ
い
て
書
か
れ
た
資
料
を
虚
実
と
も
に
取
り

上
げ
、
そ
の
真
相
や
人
々
の
関
心
の
度
合
い
を

探
っ
て
み
た
い
。

1　『金平大酒論』9 丁表
「きんひら大しゅ」とあり、大盃で酒を飲む金平が描かれている。
『金平大酒論』 　[ 寛文年間 ]　1 冊
https://dl.ndl.go.jp/pid/2541947/1/11

2　『北斎漫画』10 編　27 丁表
「無藝大食」と題し、蕎麦の大食いが描

かれている。
『北斎漫画』10 編　葛飾北斎 著　芸艸

堂　1962 年　1814-1878 年刊行の複製
＜請求記号 721.8-Ka723h3 ＞

3　『浮世畫譜』2 編　17 丁表
「大食」と題し、蕎麦の大食いが描かれている。
『浮世畫譜』2-3 編　渓斎英泉、 歌川広重 筆　
片野東四郎　[18--]　2 冊（合 1 冊）＜請求記号 
181-122 ＞

本の森を歩く　第二十九回
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水
鳥
と
は
「
酒
」
の
字
を
分
解
し
、
偏へ

ん

の
さ

ん
ず
い
「
氵
」
＝
「
水
」
と
旁

つ
く
りの
「
酉
」
＝
「
鳥
」

を
組
み
合
わ
せ
た
言
葉
で
、
酒
の
異
称
で
あ
っ

た
り
酒
好
き
（
上じ

ょ
う
ご戸
）
の
こ
と
を
い
う
。
従
っ

て
表
題
の
『
水
鳥
記
』
と
は
、
名
だ
た
る
上
戸

た
ち
の
物
語
と
い
っ
た
意
味
。

　

慶
安
元
（
一
六
四
八
）
年
秋
、
武
州
大
師
河

原
で
実
際
に
行
わ
れ
た
、
地じ

黄お
う
ぼ
う坊
樽た
る
つ
ぐ次
（
上こ
う
ず
け野

国
厩う

ま
や
ば
し橋
藩
主
酒
井
雅う
た
の
か
み

楽
守
忠
清
の
侍
医
で

茨い
ば
ら
き木
春し
ゅ
ん
さ
く
朔
と
称
す
）
を
大
将
と
す
る
水
鳥
た
ち

と
、
大だ

い
じ
ゃ
が
ん

蛇
丸
底
深
（
大
師
河
原
の
名
主
で
池
上

太
郎
右
衛
門
幸
広
と
称
す
）（
４
）
を
大
将
と
す

る
水
鳥
た
ち
と
の
酒
の
飲
み
比
べ
（
酒
合
戦
、

闘
飲
）
の
様
子
を
樽
次
自
ら
が
戯
作
化
し
、
愉

快
に
紹
介
し
た
実
録
風
物
語
で
あ
る
。
樽
次
側

の
水
鳥
た
ち
は
鎌
倉
の
甚
鉄
坊
常
赤
、
赤
坂
の

毛
蔵
坊
鉢は

ち
の
み呑
、
蕨
わ
ら
びの
半
斎
坊
数
呑
、
平
塚
の
来

見
坊
樽
持
、
江
戸
舟
町
の
鈴
木
半
兵
衛
飲
勝
、

浅
草
の
木
下
杢
兵
衛
尉
飯い

い
き
ら
い
嫌
、
富
坂
の
三
浦
新

之
丞
樽た

る
あ
け明
、
南
河
原
の
名
主
、
斎
藤
伝
左
衛
門

忠
呑
、
山や

ま
が家
の
喜
太
郎
醒さ
め
や
す安
な
ど
一
七
人
、
底

深
側
の
水
鳥
た
ち
は
底
深
の
惣
領
長
吉
底
成
、

舎
弟
の
池
上
七
左
衛
門
底
安
、
池
上
左
太
郎
底

無
、
稲
荷
新
田
の
名
主
、
石
渡
四
郎
兵
衛
底
広
、

田
中
内
徳
坊
呑
久
、
朝
腹
九
郎
左
衛
門
桶お

け
の
み呑
、

竹
野
小
太
郎
盥た

ら
い
の
み
呑
な
ど
一
五
人
で
あ
っ
た
。
ち

な
み
に
、
樽
明
、
底
無
な
ど
と
い
う
の
は
、
大

酒
飲
み
の
師
匠
が
、
酒
好
き
の
門
下
生
に
与
え

た
雅
号
（
水
鳥
名
）。
十
二
樽
を
軽
く
飲
み
干

し
た
甚
鉄
坊
を
は
じ
め
、
毛
蔵
坊
や
内
徳
坊
な

ど
が
、
ま
さ
に
合
戦
の
よ
う
に
生
死
を
賭
け
て

奮
戦
し
た
。
こ
の
合
戦
の
結
末
は
、
双
方
共
倒

れ
に
な
る
く
ら
い
酒
を
飲
み
干
し
た
が
、
最
後

に
は
底
深
が
降
参
し
、
樽
次
が
勝
利
を
収
め
た

（
１
）

（
５
）。
な
お
、
本
書
に
は
、
各
人
が
ど
の
く
ら

い
酒
を
飲
み
干
し
た
か
と
い
っ
た
、
具
体
的
な

酒
量
に
関
す
る
記
載
が
ほ
と
ん
ど
な
い
。

　

戦
国
の
血
生
臭
い
戦
い
に
明
け
暮
れ
た
世
か

ら
、
太
平
を
謳
歌
す
る
世
に
変
わ
り
、
武
器
を

捨
て
銚
子
や
盃
を
用
い
た
酒
合
戦
は
、
人
々
の

関
心
の
的
と
な
っ
た
。
ま
ず
当
時
の
様
子
を
記

し
た
写
本
が
流
布
し
、
や
が
て
そ
の
人
気
に
あ

や
か
っ
て
京
都
や
江
戸
の
書
肆
が
そ
れ
ぞ
れ
挿

絵
入
り
版
本
を
刊
行
し
た
。

　

戯
作
者
の
山
東
京
伝
は
、
江
戸
初
期
の
人
物

や
巷
説
な
ど
を
考
証
し
た
『
近
世
奇
跡
考
』
の

中
で
「
地
黄
坊
樽
次
酒
戦
」
と
題
し
て
、
大
師

河
原
の
酒
合
戦
を
挿
絵
入
り
で
紹
介
（
６
）
し

て
い
る
。
他
に
、
国
学
者
の
喜
多
村
信の

ぶ
よ節
が
江

戸
の
風
俗
、
習
慣
な
ど
を
体
系
的
に
整
理
し
百

科
事
典
的
に
ま
と
め
た
『
嬉
遊
笑
覧（
２
）』
や
、
江

戸
の
町
名
主
で
考
証
家
の
斎
藤
月げ

っ
し
ん岑
が
、
事
件
、

水
鳥
記

水
鳥
記

『水鳥記 3 巻』　地黄坊樽次 著　松會　[ 江戸
前期 ]　3 冊（合 1 冊）　榊原芳野旧蔵
https://dl.ndl.go.jp/pid/2533768

写本の他に、版本が京都で寛文七年に刊行され
たが、最も普及したのは刊年不明で、江戸で刊
行された松会版である。京都版と松会版を比べ
てみると、字句の異同が多く見られるが、記載
内容はほぼ同じである。なお、松会版は流麗な
文章だが、文章の切れ目が分りにくく、若干読
みづらいのに対して、京都版は字間、行間が広
く、文章の切れ目に句点もあり読みやすい。また、
松会版の優美な挿絵は、菱川師宣の筆と思われ
るが、京都版では挿絵の数こそ松会版より多い
ものの、絵師は不明で、その絵もやや稚拙な感
を否めない。

4　『水鳥記』松会版 下巻　36 丁表 
池上邸内における大蛇丸底深 ( 中央左 髭を垂らし
ていて右手に開いた扇子を持つ老人 ) と対座する
地黄坊樽次 ( 中央右 総髪で右手に閉じた扇子を持
つ男 )。画は無記名だが、浮世絵の祖と称される
菱川師宣か。 
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風
俗
な
ど
を
年
表
形
式
で
ま
と
め
た
『
武
江
年

表（
３
）』
な
ど
の
資
料
に
も
、
こ
の
酒
合
戦
に
つ
い

て
の
記
載
が
あ
る
。
大
師
河
原
の
酒
合
戦
は
、

江
戸
時
代
の
大
酒
飲
み
に
つ
い
て
語
る
う
え
で
、

後
世
の
文
化
人
な
ど
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た

見
逃
せ
な
い
出
来
事
で
あ
っ
た
。

6　『近世奇跡考』巻之 5　16 丁裏～ 17 丁表
「酒戦図」。 「そこふか」「たるつぐ」「ぢんてつ」らが描かれ、当時の酒合戦 ( 闘

飲 ) の様子が分かる。画は谷文晁の門下で南画家、挿絵画家の喜多武清。
『 近 世 奇 跡 考 5 巻 』　 山 東 京 伝 著　 喜 多 武 清 画　 大 坂 屋 茂 吉 [ ほ か 3

名 ]　[ 江 戸 後 期 ]　2 冊（ 合 1 冊 ）　 榊 原 芳 野 旧 蔵　https://dl.ndl.go.jp/
pid/2533765/1/87
※巻之 5　13 丁裏～ 17 丁裏に、大師河原の酒合戦についての記載がある。

5　『水鳥記』松会版 下巻　38 丁裏～ 39 丁表
合戦は樽次側の勝利で終わった。「そこふかもたるつくの御前にひさまつき……樽次大きにうちわ
らひさてハそこふかとのも今ハそこあさになりけるよ……たるつくハ今こそほんまうとけ……」と、
また当時の落書に「池上にすめる大しゃと聞ぬれと酒呑口ハ小蛇也けり」とそれぞれ記されている。
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「
高
陽
」
と
は
、
河
南
省
高
陽
里
の
儒
者
、

酈れ
き
い
き
食
其
が
、
儒
者
嫌
い
の
沛は
い
こ
う公
（
後
の
漢
の
高

祖
）
に
会
見
を
断
ら
れ
た
折
、「
わ
れ
は
高
陽

の
酒
徒
、儒
者
に
あ
ら
ず
」
と
い
っ
て
詰
め
寄
っ

た
故
事
を
指
し
、「
高
陽
闘
飲
」
と
は
、
豪
放

な
大
酒
飲
み
た
ち
に
よ
る
酒
合
戦
と
い
っ
た
意

味
。
ま
た
、
別
書
名
を
『
後
水
鳥
記
』
と
い
い
、

こ
ち
ら
は
前
述
の
大
師
河
原
の
酒
合
戦
の
故
事

に
ち
な
む
。
文
化
一
二
（
一
八
一
五
）
年
一
〇

月
二
一
日
、
江
戸
北
郊
千
住
の
飛
脚
問
屋
の
主

人
、
中な

か
や屋
六
右
衛
門
（
略
称
、
中な
か
ろ
く六
）
の
還
暦

を
祝
っ
て
催
さ
れ
た
酒
合
戦
の
模
様
を
、
後
に

漢
詩
人
で
戯
作
者
の
大
田
南
畝
（
狂
名
、
蜀
山

人
）
が
書
き
記
し
た
実
録
で
あ
る
。

　

千
住
の
酒
合
戦
と
い
わ
れ
評
判
と
な
っ
た
こ

の
酒
の
飲
み
比
べ
大
会
は
、
千
住
の
商
人
で
酒

好
き
の
絵
師
、
山
崎
鯉り

い
ん隠
が
仕
切
り
、
会
場
と

な
っ
た
中
六
の
隠
家
に
は
、
漢
詩
人
の
亀
田

鵬ほ
う
さ
い斎
、
画
家
の
谷
文
晁
、
酒
井
抱
一
な
ど
当
時

を
代
表
す
る
文
化
人
が
招
集
さ
れ
、
審
判
と
し

て
立
ち
会
っ
た
。
会
場
入
り
口
に
は
「
不
許
悪

客
下
戸
理
屈
入
菴
」（
腹は

ら
だ
ち立
上
戸
、
眠
り
上
戸
、

泣
き
上
戸
、
理
屈
上
戸
な
ど
の
悪
客
、
下げ

こ戸
は

参
加
で
き
な
い
）
と
南
畝
が
書
い
た
看
板
が
掲

げ
ら
れ
た
。

　

老
若
男
女
が
、
武
士
や
農
民
、
町
人
な
ど
身

分
を
問
わ
ず
参
加
、
江
戸
近
在
の
酒
豪
た
ち

一
〇
〇
余
名
が
二
組
に
分
か
れ
、
左
右
か
ら
一

人
ず
つ
出
て
杯
を
重
ね
て
、
酒
量
を
競
い
合
っ

た
。
緑
毛
亀
杯（
二
升
五
合
入
）、丹
頂
鶴
杯（
三

升
入
）
な
ど
六
種
類
の
大
杯
が
使
用
さ
れ
、
か

ら
す
み
、
さ
ざ
れ
梅
、
蟹
、
焼
き
鳥
な
ど
が
肴

と
し
て
供
さ
れ
た
。

　

参
加
者
の
主
な
飲
酒
量
は
、
新
吉
原
の
伊
勢

屋
言
慶
（
六
二
歳
）
が
三
升
五
合
、
掃か

も
ん
じ
ゅ
く

部
宿
の

農
夫
市
兵
衛
が
四
升
五
合
、
千
住
の
米
屋
、
松

勘
が
三
升
七
合
、
松
勘
と
酒
量
を
競
っ
た
大

長
（
大
坂
屋
長
兵
衛
）
が
四
升
、
下し

も
つ
け野
小
山
の

佐
兵
衛
が
七
升
五
合
（
７
）、
会
津
の
旅
人
河
田

某
が
六
升
二
合
、
菊
屋
の
お
す
み
が
二
升
五
合

で
、
鵬
斎
や
文
晁
も
一
升
二
合
以
上
を
飲
み
干

し
た

（
４
）。
酒
量
を
記
録
し
て
い
た
の
は
、
狂
歌
師

で
王
子
権
現
の
神
職
で
あ
っ
た
平へ

じ
つ秩
東と
う
さ
く作
（
二

世
）。
参
加
者
た
ち
は
終
日
静
か
で
礼
儀
を
失

わ
ず
、
ま
た
、
見
物
客
に
ま
で
酒
が
振
る
舞
わ

れ
大
盛
況
の
内
に
終
わ
っ
た
（
８
）。

　

外
神
田
御お
な
り成
道み
ち
で
書
肆
を
営
ん
で
い
た
藤
岡

屋
由よ

し
ぞ
う蔵
の
手
記
で
あ
る
『
藤
岡
屋
日
記（
５
）』 

や
、

国
学
者
で
蔵
書
家
と
し
て
知
ら
れ
た
高
田
与
清

（
小
山
田
与
清
）の
考
証
随
筆『
擁よ

う
し
ょ書
漫
筆
』（
９
）

中
に
は
、『
高
陽
闘
飲
』
と
ほ
ぼ
同
内
容
の
記

載
の
他
に
、
掃
部
宿
の
下
戸
、
八
兵
衛
が
壱い

ち
ぶ分

高
陽
闘
飲

高
陽
闘
飲

『高陽闘飲』　大田南畝 著　歌川季勝 画　天保
9[1838]　写　1 冊＜請求記号 244-252 ＞

7　『高陽闘飲』3 丁裏～ 4 丁表
「小山といへる驛路の佐兵衛と聞へしハ二升五合入ルとい

ふ緑毛亀乃杯にて三たひかたむけしとそ」とその酒豪ぶり
が記されている。 
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饅ま
ん
じ
ゅ
う
頭
を
九
九
個
食
べ
た
と
い
う
大
食
い
の
様
子

も
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
珍
籍
収
集
家
で
雑

学
者
の
石
塚
豊ほ

う
か
い
し
芥
子
は
、
市
井
の
見
聞
を
集
め

た『
街
談
文
々
集
要（

６
）』中
で
、肥
前
国
平
戸
藩
主
、

松ま
つ
ら浦
静せ
い
ざ
ん山
も
随
筆
『
甲か
っ
し子
夜
話（
７
）』
中
で
そ
れ
ぞ

れ
こ
の
酒
合
戦
の
模
様
を
紹
介
し
て
い
る
。

写本を当館以外では、東京大学附属図書館が所蔵。亀
田鵬斎の序、大窪詩仏と市河寛斎の跋文を収載。大田
南畝の随筆『一話一言』巻 38 にも収録されている。
なお、酒宴の有様を詳しく描いた『高陽闘飲図巻』を
ニューヨーク公立図書館などが所蔵、また、『酒戦会
番付』（1 枚刷り ) なる資料も現存する。

9　『擁書漫筆』巻第 3 の 24　32 丁裏 ～ 33 丁表　
江戸後期の土佐派の画家、高島千春が描いた「千住酒戦の圖」。

『擁書漫筆 4 巻』　高田与清（小山田与清） 著　伊勢屋忠右衛門 [ ほか 2 名 ]　
文化 14[1817]　5 冊＜請求記号 142-98 ＞
巻第 3 の 24　31 丁表～ 35 丁裏「水鳥記のさだ」に、「千住酒戦記」の
記載がある。

8　『高陽闘飲』10 丁裏～ 11 丁表 
酒を振る舞われた見物人たちの様子が描かれている。 
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幕
臣
の
宮
崎
成せ

い
し
ん身

が
、
文
政
一
三

（
一
八
三
〇
）
年
頃
か
ら
三
〇
年
以
上
に
わ
た

り
見
聞
し
た
、
事
件
、
災
害
、
奇
譚
な
ど
を

書
き
留
め
た
も
の
。
そ
の
中
に
、
文
化
一
四

（
一
八
一
七
）
年
三
月
、
両
国
柳
橋
の
料
亭
、

萬よ
ろ
ず
や屋
八
郎
（
八
郎
兵
衛
と
も
）
が
主
人
の
萬ま
ん
ぱ
ち八

楼ろ
う
で
、
店
の
宣
伝
を
兼
ね
て
行
わ
れ
た
、
大
酒

大
食
会
（
闘
飲
、
闘
食
）
に
つ
い
て
の
記
載
が

あ
る

（
８
）。
そ
れ
に
よ
る
と
、
千
住
の
酒
合
戦
と
同

様
に
、
身
分
に
関
係
な
く
農
民
、
商
人
、
武
士

な
ど
二
〇
〇
人
余
り
が
、酒
組
、菓
子
組
、飯
連
、

鱣う
な
ぎ（
鰻
）
組
、
そ
ば
（
蕎
麦
）
組
に
分
か
れ
て

大
酒
大
食
が
競
わ
れ
た
。

　

酒
組
で
は
、
小
田
原
町
の
堺
屋
忠
蔵 

（
六
八

歳
）
が
三
升
入
り
盃
に
て
三
盃
、
芝
口
の
鯉
屋

利
兵
衛
（
三
八
歳
）
が
同
じ
く
三
升
入
り
盃
に

て
六
盃
半
（
10
）、
本
所
石
原
町
の
美
濃
屋
儀

兵
衛
（
五
一
歳
）
が
五
合
入
り
盃
に
て
一
一
盃

な
ど
、
菓
子
組
で
は
、
神
田
の
丸
屋
勘
右
衛
門

（
五
六
歳
）
が
ま
ん
じ
ゅ
う
五
〇
、
よ
う
か
ん

七
さ
お
、
薄
か
わ
餅
三
〇
、
茶
一
九
盃
、
八
丁

堀
の
伊
与
屋
清
兵
衛
（
五
六
歳
、
六
五
歳
と
も
）

が
ま
ん
じ
ゅ
う
三
〇
、
鶯

う
ぐ
い
すも
ち
八
〇
、
松ま
つ
か
ぜ風
せ

ん
べ
い
三
〇
枚
、
た
く
わ
ん
五
本
（
11
）、
麹
町

の
佐
野
屋
彦
四
郎
（
二
八
歳
）
が
米
ま
ん
じ
ゅ

う
五
〇
、
鹿か

の
子こ

餅も
ち

一
〇
〇
、
茶
五
盃
な
ど
、

飯
連
（
茶
漬
け
茶
碗
を
用
い
、
萬
年
味
噌
と
菜

漬
け
の
香
の
物
添
え
）
で
は
、
浅
草
の
和
泉
屋

吉
蔵
（
七
三
歳
）
が
五
四
盃
、
唐
辛
子
五
把
、

三
川
嶋
の
三
左
衛
門
（
四
一
歳
）
が
六
八
盃

（
12
）
な
ど
、
鱣
組
で
は
鱣
を
食
べ
た
金
額
で
競

い
、
本
郷
春
木
町
の
吉
野
屋
儀
右
衛
門
（
幾
右

衛
門
と
も
）
が
代
金
壱
両
三
分（

９
）、
深
川
仲
町
の

萬
屋
吉
兵
衛
が
代
金
壱
両
壱
分
弐
朱
な
ど
、
そ

ば
組
（
二
八
中
盛
、
上
そ
ば
）
は
新
吉
原
の
桐

屋
五
左
衛
門
（
惣
左
衛
門
と
も
、
四
三
歳
）
が

五
七
盃
、
浅
草
駒
形
の
鍵か

ぎ
や屋
長
助
（
七
助
と
も
、

四
五
歳
）
が
四
九
盃
、
池
之
端
仲
町
の
山
口
屋

吉
兵
衛（
三
八
歳
）が
六
三
盃（
13
）な
ど
で
あ
っ

た
。

　

こ
の
大
酒
大
食
会
の
模
様
は
、『
藤
岡
屋
日

記（
１
０
）』
や
読
本
作
者
の
曲
亭
馬
琴
ら
好
事
家
が

持
ち
寄
っ
た
珍
説
、
奇
聞
な
ど
を
ま
と
め
た

『
兎と

え
ん園
小
説
（
１
１
）』
の
他
に
、
文
化・文
政
期
の
見
聞
、

虚
譚
な
ど
を
集
め
た
『
文
化
秘
筆

（
１
２
）』
な
ど
で
も

紹
介
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
谷
文
晁
に
師
事
し
、

大
和
絵
な
ど
を
得
意
と
し
た
榊
原
文ぶ

ん
す
い翠

が
、
明

治
四
一
（
一
九
〇
八
）
年
に
描
い
た
『
大
酒
大

食
会
絵
巻

（
１
３
）』
は
、
こ
の
萬
八
楼
の
大
酒
大
食
会

を
描
い
た
も
の
と
し
て
知
ら
れ
る
。

視視み
き
き

み
き
き聴聴
草草

写本を当館以外では、国立公文書館などが所蔵。

『 視 聴 草 』　 第 18 冊　 宮 崎 成 身 編　
写　1 冊＜請求記号 129-159 ＞

（右）10　『視聴草』第 18 冊 3 集之 6　84 丁表
「飲食闘會」酒組の堺屋忠蔵、鯉屋利兵衛の飲んだ酒の量が記さ

れている。
（左）11 『視聴草』第 18 冊 3 集之 6　86 丁表

菓子組の丸屋勘右衛門、伊与屋清兵衛の食べた量が記されている。
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　戯作者の式亭三馬が、庶民の滑稽な暮らしぶりを描いた
大衆小説（滑稽本）の一つで、酒飲みの性癖を紹介した『無
而七癖酩酊気質（なくてななくせなまゑいかたぎ）』の続編
にあたる。別書名を『新水鳥記』といい、序に、樽次と底
深による酒戦を記した『水鳥記』とは趣向は異なるが、酒客（水
鳥）の癖（酒癖の悪さ）を取り上げたゆえ、このように名付
けた旨を記す。三話からなる。
　第一話は、酒を飲むと、腹を立てて怒りやすくなる腹立
上戸の呑太郎、泣いてばかりの泣き上戸の妻、お福の住む
裏長屋に、姪のお粕の奉公先を世話する、飲むと笑ってば
かりいる笑い上戸の客が、請状の印をもらうためにやって来
る。酒や蕎麦などでもてなしているうちに、夫婦喧嘩が始まり、
泥酔した理屈好きの隣の亭主、理屈上戸の屈兵衛が、夫婦
和合の理屈を説き、仲裁に入るという淋しい酒盛り話。第二
話は、一人で酒を飲むのが好きな、けちけち上戸のけち助の
住む裏長屋に、飲み意地の張った、ぐびぐび上戸の意地汚
いぶた右衛門がやってきて、酒をしつこくねだるきたない酒盛
り話。第三話は、江戸に出て町人となった、飲めば飲むほ
ど無言になる黙止（だまり）上戸の勘右衛門と、藻嵯村（も
さむら）の農夫で、飲むとやたらと絡んでくる愚痴上戸の権
十という、同郷で幼馴染の二人の田舎言葉が飛び交う、煮
売り酒屋（現在の居酒屋）でのうるさき酒盛り話（14）。
　三話とも実話を基にした『水鳥記』とは異なり、その影響
を受けた式亭三馬による全くの創作である。太平を謳歌して
いた江戸後期にあって、上方から下り酒として江戸に入って
きた酒が、一般庶民にまで広く普及し嗜まれていた様子がよ
く分かる一方で、飲酒を通しての人間模様、風俗、各人の
酒癖の悪さを滑稽に紹介している。実際にあった大酒飲み

の記録ではないが、大酒会の背景として、酒がいかに当時
の人 に々親しまれ、日常生活に溶け込んでいたかが分かる興
味深い資料である。

版本を当館以外では、蓬左文庫、京都大学附属図書館、
東京国立博物館などが所蔵。

『當世七癖上戸』巻之上末、下　式亭三馬 作　歌川国貞 
画　西宮平兵衞 [ ほか 2 名 ]　[ 江戸後期 ]　2 冊（合 1 冊）
＜請求記号 146-14 ＞

（右）12　『視聴草』第 18 冊 3 集之 6　87 丁表
飯連の和泉屋吉蔵、三川嶋の三左衛門などの食べた量が記されている。

（左）13『視聴草』第 18 冊 3 集之 6　87 丁裏～ 88 丁表
鱣 ( 鰻 ) 組の吉野屋儀右衛門、萬屋吉兵衛などの食べた金額、そば組の桐屋五左衛門、鍵屋長助、
山口屋吉兵衛などの食べた量が記されている。

14　『當世七癖上戸』 巻之下　12 丁裏～ 13 丁表
煮売り酒屋での黙止上戸の勘右衛門 ( 右 )と、愚痴上戸の権十 ( 左 )。
上段の書入には、訳あって酒が飲めないことをぐちる式亭三馬が、
耳が聞こえず黙っている書肆の青裳堂主人と、向島武蔵屋で遊ん
だ折、酒を進められて困った旨が記されている。

酒癖あれこれ～『當世七癖上戸』
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表
具
師
の
か
た
わ
ら
戯
作
や
狂
歌
を
得
意
と

し
た
、
岸
田
杜と

ほ
う芳
に
よ
る
黄
表
紙
（
洒
落
、
風

刺
な
ど
を
盛
り
込
ん
だ
絵
入
小
説
）
の
一
つ
。

食
物
を
め
ぐ
る
兄
弟
喧
嘩
が
滑
稽
に
描
か
れ
て

い
る
。

　

深
川
の
商
人
、
和
国
屋
清
兵
衛
に
は
、
二
人

の
子
供
が
い
た
。
兄
の
是
高
は
乱
暴
で
、
と
り

ま
き
も
悪
者
ば
か
り
で
あ
っ
た
が
、
弟
の
是
人

は
憐
み
深
く
、
品
行
も
よ
い
の
で
、
清
兵
衛
も

是
人
に
跡
を
つ
が
せ
よ
う
と
思
っ
て
い
た
。
父

に
嫌
わ
れ
て
い
る
是
高
は
、
何
と
か
し
て
、
父

お
気
に
入
り
の
是
人
を
困
ら
せ
よ
う
と
、
と
り

ま
き
た
ち
の
そ
こ
ぬ
け
四
郎
、
跡
引
丈
吾
、
腹

ふ
と
熊
八
、
虎と

ら
ふ
ぐ鰒
じ
ゃ
五
右
衛
門
と
策
を
練

り
、
是
人
の
病
気
見
舞
い
と
い
っ
て
、
持
参
し

た
大
量
の
そ
ば
を
無
理
や
り
食
わ
せ
る
と
い
う

嫌
が
ら
せ
を
し
た
。
今
度
は
是
人
が
、
そ
ば
の

お
礼
と
し
て
鰒ふ

ぐ
じ
る汁
を
振
る
ま
い
た
い
旨
を
伝
え

る
と
、
是
高
は
と
り
ま
き
た
ち
に
、
鰒
汁
を
千

杯
で
も
万
杯
で
も
飲
め
る
よ
う
に
、
腹
を
す
か

せ
て
お
け
と
命
じ
た
。
と
こ
ろ
が
、
是
人
が
饗

し
た
の
は
、
茶
と
干ほ

し
ふ
ぐ鰒
の
皮
だ
け
の
吸
い
物
で
、

死
ぬ
ほ
ど
食
べ
さ
せ
る
の
で
は
な
く
、
質
素
な

食
事
で
、
腹
を
す
か
せ
て
困
ら
せ
る
と
い
う
仕

返
し
で
あ
っ
た
。
再
び
是
高
は
仲
直
り
の
た
め

馳
走
を
し
た
い
と
、
是
人
ら
そ
の
と
り
ま
き
を

招
く
が
、
是
高
が
用
意
し
た
食
事
は
生
米
、
生

魚
、
生
大
根
な
ど
調
理
し
な
い
と
食
べ
ら
れ
な

い
も
の
ば
か
り
。
そ
の
時
、
是
人
を
救
お
う
と
、

抱
え
力
士
の
友
野
川
由
二
郎
が
、
調
理
の
た
め

の
鍋
、
釜
、
包
丁
な
ど
を
携
え
や
っ
て
き
て
、

即
席
に
生
も
の
を
見
事
に
調
理
し
皆
に
ふ
る
ま

い
、
是
高
の
た
く
ら
み
、
面
子
を
つ
ぶ
し
た
。

是
高
は
友
野
川
に
十
樽
の
酒
を
饗
し
、
酔
い
つ

ぶ
そ
う
と
す
る
が
、
友
野
川
は
い
と
も
た
や
す

く
そ
れ
を
飲
み
干
し
、
是
高
の
面
子
を
再
度
つ

ぶ
し
た
。
是
高
は
友
野
川
を
何
と
か
見
返
す
方

法
は
な
い
か
と
考
え
、
大
食
い
で
有
名
な
力
士

の
虎
が
嶽
紀
右
衛
門
に
、
友
野
川
と
の
大
食
い

対
決
を
依
頼
し
た
。
是
高
、
是
人
の
代
理
戦
争

と
い
え
る
こ
の
大
食
い
対
決
（
15
）
は
、
勝
負

が
つ
か
ず
、
立
行
司
の
木
村
庄
之
助
よ
ろ
し
く

和
国
屋
清
兵
衛
が
、
見
学
の
群
衆
を
押
し
の
け

割
っ
て
入
り
、
引
き
分
け
と
判
定
、
以
後
は
兄

弟
仲
良
く
し
て
、
家
を
繁
盛
さ
せ
よ
と
い
う
清

兵
衛
の
鶴
の
ひ
と
声
で
、
さ
し
も
の
是
高
、
是

人
も
仲
直
り
し
た
と
い
う
お
話
。

　

大
食
い
、
大
酒
飲
み
の
様
子
が
、
創
作
さ
れ

た
文
学
の
世
界
で
も
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら

も
、
江
戸
時
代
の
人
々
の
大
食
い
、
大
酒
飲
み

に
対
す
る
関
心
の
深
さ
が
う
か
が
え
る
。

是是こ
れ
た
か

こ
れ
た
か高高
是是こ
れ
ひ
と

こ
れ
ひ
と人人
御御み
く
ら
い
あ
ら
そ
い

み
く
ら
い
あ
ら
そ
い

喰
争
喰
争

版本を当館以外では、東京都立中央図書館などが所蔵。

『是高是人御喰争 3 巻』　岸田杜芳（戯作者名は桜川杜
芳） 作　北尾政美 画　[ 天明 7（1787）]　1 冊
https://dl.ndl.go.jp/pid/8929525

15　『是高是人御喰争』 14 丁裏～ 15 丁表
東の関は是高が擁する虎がたけ ( 右図 )、西の関は是人が擁
する友の川 ( 左図 )。「鴫のやきとり小鍋たてふわふわ玉子湯
とうふそはにうめんそうめんたいめん魚飯菜めし麦めし茶めし
ひやめし芋のにころばし…百はいくらいて…勝負ハつかさりけ
り…」などと大食い対決 ( 闘食 ) の様子が記されている。
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変
人
で
「
市
中
の
仙
」
と
い
わ
れ
、
教
訓
的

な
戯
作
を
多
く
残
し
、
俳
人
と
し
て
も
知
ら
れ

た
市
場
通
笑
に
よ
る
大
食
い
を
取
り
上
げ
た
黄

表
紙
の
一
つ
。

　

蕎
麦
好
き
の
惣
先
生
と
呼
ば
れ
慕
わ
れ
て
い

た
、
年
老
い
た
大
食
漢
の
喜
惣
八
が
、
三
十
人

の
門
弟
た
ち
に
よ
る
蕎
麦
の
大
食
い
大
会
を
催

す
と
、
一
番
の
大
食
い
は
百
二
十
杯
、
小
食
で

六
十
五
杯
で
あ
っ
た
。
飯
の
大
食
い
に
つ
い
て

は
、
山
盛
り
の
小
豆
め
し
九
杯
を
平
ら
げ
る
小

豆
め
し
の
九
平
、
し
っ
か
り
盛
ら
れ
た
茶
め
し

と
、
豆
腐
の
ぐ
つ
煮
を
十
一
杯
食
う
十
一
平
、

菜
め
し
を
十
六
杯
、
で
ん
が
く
と
共
に
食
う

十
六
平
太
と
い
っ
た
互
角
の
大
食
い
た
ち
を
紹

介
（
16
）。
茶
め
し
の
十
一
平
が
鎌
倉
、
江
の
島

参
詣
に
出
か
け
た
折
、
昼
食
で
立
ち
寄
っ
た
茶

店
で
、
奈
良
茶
漬
け
を
五
人
前
軽
く
平
ら
げ
て

い
た
、
大
食
い
の
万
右
衛
門
と
出
会
う
。
以
後

二
人
連
れ
で
旅
を
続
け
る
こ
と
に
な
る
と
、
万

右
衛
門
は
、
休
憩
で
茶
店
に
入
る
た
び
に
、
ま

ん
じ
ゅ
う
な
ど
い
ろ
ん
な
も
の
を
が
つ
が
つ
食

い
、
戸
塚
ど
ま
り
の
朝
食
は
七
～
八
杯
、
江
の

島
で
の
昼
食
で
は
、
カ
ツ
オ
二
本
を
刺
身
で
、

サ
バ
の
塩
焼
き
を
三
本
、
貝
焼
、
ク
ロ
ダ
イ
の

う
し
お
汁
を
注
文
し
、
そ
の
他
、
い
く
ら
で
も

食
う
様
子
で
、
十
一
平
を
あ
き
れ
さ
せ
た
。

　

万
右
衛
門
の
師
匠
で
、
け
ん
ど
ん
じ
じ
い
と

呼
ば
れ
た
大
蕎
麦
食
い
の
二
八
と
喜
惣
八
と
の

間
で
、
負
け
た
方
が
そ
の
下
に
つ
き
従
う
と
い

う
条
件
で
、
蕎
麦
の
大
食
い
対
決
が
行
わ
れ
る
。

そ
れ
ぞ
れ
の
大
食
い
の
門
弟
た
ち
が
、
固
唾
を

飲
ん
で
見
守
る
な
か
、
と
も
に
古
今
無
双
の
大

食
い
で
、
蕎
麦
を
四
十
八
杯
、
茶
づ
け
を
五
杯

食
べ
た
が
、
結
局
、
勝
負
が
つ
か
ず
引
き
分
け

た
後
に
、
二
人
は
水
魚
の
交
わ
り
と
な
っ
た
。

じ
じ
い
た
ち
の
大
食
い
に
あ
や
か
っ
て
、
寿
命

（
長
生
き
）
は
食
（
大
食
い
）
に
あ
り
と
、
こ

の
物
語
の
主
題
に
行
き
つ
き
終
わ
り
と
な
る
。

　

大
食
漢
が
敬
わ
れ
、
大
食
い
が
長
生
き
の
秘

訣
と
い
う
こ
の
物
語
の
結
末
は
、
現
代
医
学
の

立
場
か
ら
見
れ
ば
、
な
ん
と
も
荒
唐
無
稽
で
あ

り
え
な
い
話
で
あ
る
が
、
江
戸
期
の
人
々
の
民

間
療
法
、
人
生
観
の
一
端
が
垣
間
見
え
て
興
味

深
い
。
当
時
の
大
食
い
競
争
は
、
単
な
る
娯
楽
、

興
味
本
位
の
催
し
物
と
し
て
見
る
だ
け
で
な

く
、
食
文
化
の
全
貌
を
知
る
上
で
、
欠
か
す
こ

と
の
で
き
な
い
出
来
事
で
あ
っ
た
と
思
え
る
。

大大お
お
ぐ
ら
い

お
お
ぐ
ら
い食食
壽壽じ
ゅ
み
ょ
う
の
た
め

じ
ゅ
み
ょ
う
の
た
め

乃
為
乃
為

版本を当館以外では、東京大学附属図
書館 ( 霞亭文庫 https://iiif.dl.itc.u-tokyo. 
ac.jp/repo/s/katei/document/ef2eadee-
5566-41e6-9011-348c06bb5143) や東
京都立中央図書館 ( 加賀文庫 https://
kotenseki.nijl.ac.jp/biblio/100053331/
viewer/8) が所蔵。いずれもデジタル
画像が公開されていて、当館本の欠丁
( 元表紙、7 丁裏 ) の箇所などを確認で
きる。

『大食壽乃為 2 巻』　市場通笑 作　北尾政美 画　
[ 天明 3（1783）]　1 冊　式亭三馬旧蔵
https://dl.ndl.go.jp/pid/8929334

16　『大食壽乃為』2 丁裏～ 3 丁表
右から小豆めしの九平、茶めしの十一平、菜
めしに田楽ばかり食う十六平太が描かれ、「い
つれもごかくのくいてなり」と記されている。 
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現
代
の
大
食
い
競
争
と
ほ
ぼ
同
じ
企
画
が
江

戸
時
代
に
も
行
わ
れ
、
人
々
の
関
心
の
的
と
な

り
、
い
く
つ
も
の
資
料
に
記
録
が
残
さ
れ
た
。

そ
の
多
く
は
写
本
と
し
て
流
布
し
た
た
め
、
参

加
者
の
名
前
や
年
齢
、
飲
食
量
な
ど
随
所
に
相

違
が
見
ら
れ
る
。
大
阪
の
医
師
で
、
通
俗
性
欲

学
の
普
及
に
寄
与
し
た
田
中
香こ

う
が
い涯
は
、
千
住
の

酒
合
戦
を
「
虚
構
或
は
誇
張
」
と
断
定
し
、
萬

八
楼
の
大
酒
大
食
会
を「
悉
く
嘘
話
」と
し
、「
萬

八
」
は
嘘
の
代
名
詞
で
も
あ
っ
た
と
い
う

（
１
４
）。

　

上
方
の
富
裕
層
が
文
化
の
中
心
で
あ
っ
た
江

戸
初
期
に
、
大
師
河
原
の
酒
合
戦
は
行
わ
れ
た

が
、
そ
こ
で
は
、
比
較
的
身
分
の
高
い
武
士
、

地
主
、
地
元
の
名
士
な
ど
が
酒
量
を
競
っ
た
。

こ
の
時
の
酒
合
戦
が
後
世
に
ま
で
影
響
を
与

え
、
庶
民
が
文
化
の
担
い
手
と
な
っ
た
江
戸
後

期
に
は
、
千
住
の
酒
合
戦
や
萬
八
楼
の
大
酒
大

食
会
が
開
か
れ
た
。
そ
こ
で
は
、
老
若
男
女
が

武
士
、
農
民
、
商
人
と
い
っ
た
身
分
の
垣
根
を

取
り
払
い
自
由
に
参
加
し
た
。
戦
国
時
代
の
よ

う
な
領
土
の
奪
い
合
い
や
、
生
死
を
賭
け
た
合

戦
に
明
け
暮
れ
る
こ
と
も
な
く
な
り
、
太
平
の

世
が
長
く
続
く
と
、
農
業
生
産
力
も
飛
躍
的
に

伸
び
、
経
済
活
動
も
活
発
化
し
、
庶
民
の
生
活

も
安
定
し
余
裕
も
生
じ
て
き
た
。
歌
舞
伎
や
浄

瑠
璃
な
ど
の
芸
能
鑑
賞
や
神
社
仏
閣
へ
の
参
詣

と
い
っ
た
娯
楽
が
身
近
と
な
り
、
大
酒
大
食
会

と
い
っ
た
催
し
に
も
人
々
の
注
目
が
大
い
に
集

ま
っ
た
。
市
井
の
生
活
や
風
俗
を
取
り
上
げ
人

気
を
博
し
た
、
黄
表
紙
や
滑
稽
本
な
ど
の
戯
作

中
で
も
、
大
酒
、
大
食
の
様
子
が
描
か
れ
人
々

を
楽
し
ま
せ
た
。
庶
民
文
化
が
隆
盛
し
た
江

戸
後
期
に
は
、
天
候
不
順
な
ど
に
よ
る
凶
作
も

続
き
、
経
済
が
疲
弊
し
て
い
っ
た
。
や
が
て
節

約
が
唱
え
ら
れ
、
贅
沢
を
禁
止
す
る
天
保
の
改

革
が
実
施
さ
れ
る
と
、
大
酒
大
食
会
も
廃
れ
て

い
っ
た
。

　

最
後
に
、
江
戸
期
以
前
、
以
後
の
大
酒
、
大

食
の
催
し
に
も
少
々
触
れ
て
お
き
た
い
。

　

大
酒
飲
み
の
記
録
と
し
て
は
、
延
喜
一
一

（
九
一
一
）
年
、
宇
田
上
皇
が
亭て

い
じ
い
ん

子
院
で
平

希ま
れ
よ世
、
藤
原
仲
平
、
藤
原
経つ
ね
く
に邦
、
藤
原
伊こ
れ
ひ
ら衡
ら

八
人
の
酒
豪
に
酒
量
を
競
わ
せ
た
も
の
が
最
も

古
い
。
こ
の
時
は
大
盃
を
回
し
飲
み
し
、
六
、

七
巡
ほ
ど
で
伊
衡
以
外
は
皆
、
酩
酊
。
伊
衡
だ

け
が
泥
酔
す
る
こ
と
な
く
、
賞
と
し
て
駿
馬
を

賜
っ
た
と
い
わ
れ
る

（
１
５
）。

　

明
治
時
代
に
催
さ
れ
た
大
酒
、
大
食
会
と
し

て
は
、
明
治
一
七
（
一
八
八
四
）
年
二
月
一
一

日
、
東
京
府
下
南
葛
飾
郡
小
松
川
村
の
加
藤
金

吉
方
で
の
大
酒
、
大
食
会
が
知
ら
れ
て
い
て
、

酒
三
升
二
合
（
栗
田
幸
吉 
三
九
歳
）、
生
米
一

升
七
合
（
会
主
金
吉 

二
二
歳
）、
三
寸
角
の
切

り
餅
五
三
個
（
田
村
太
郎
吉 

三
〇
歳
）、
豆
腐

五
〇
丁
（
石
川
藤
吉 

二
七
歳
）、
そ
ば
が
き
一

升
五
合
（
清
水
喜
代
次 

二
七
歳
）、
は
じ
け
豆

（
そ
ら
豆
を
い
っ
た
も
の
）
二
升
（
藤
井
淺
五

郎 

二
六
歳
）
な
ど
と
飲
食
の
記
録
が
残
っ
て
お

り
、
ま
た
、
同
年
二
月
三
日
の
読
売
新
聞
の
記

事
に
は
、
萬
八
楼
の
大
酒
大
食
会
が
今
時
あ
れ

ば
、
第
一
等
の
位
置
を
占
め
る
と
思
わ
れ
る
大

食
家
と
し
て
、
柴
田
仙
吉
（
三
三
歳
）
を
挙
げ

て
い
て
、
二
升
五
合
の
餅
を
食
べ
た
う
え
、
酒

と
酔
い
醒
ま
し
の
水
を
一
升
づ
つ
飲
ん
だ
こ
と

が
記
さ
れ
て
い
る

（
１
６
）。

　

昭
和
期
の
大
酒
飲
み
の
催
し
と
し
て
は
、
昭

和
二
（
一
九
二
七
）
年
、タ
ダ
飲
み
を
防
ぐ
た
め
、

参
加
代
金
を
取
っ
て
、
埼
玉
県
熊
谷
町
で
催
さ

れ
た
酒
合
戦

（
１
７
）が
有
名
で
、
杯
に
金
魚
鉢
が
用
い

ら
れ
、
一
斗
二
升
（
熊
谷
町
の
住
人 

六
一
歳
）、

九
升
五
合
（
お
と
め
と
い
う
女
）、
七
升
五
合

（
加か

ぞ須
町
役
場
の
小
使
、
中
川
巳
之
吉 

七
二
歳
）

な
ど
と
飲
ん
だ
酒
の
量
の
記
録
が
残
っ
て
い
る
。

今
も
昔
も
人
々
の
食
に
関
す
る
興
味
、
営
み
は

変
わ
ら
な
い
。
食
べ
物
に
困
ら
な
い
、
豊
か
で

生
活
に
余
裕
の
あ
る
平
和
な
時
代
で
あ
れ
ば
こ

そ
、
大
食
の
企
画
に
対
す
る
人
々
の
注
目
、
関

心
は
、
今
後
も
続
い
て
い
く
の
で
あ
ろ
う
か
。

大
食
い
か
ら

大
食
い
か
ら

見
え
る
歴
史

見
え
る
歴
史
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○注　※＜＞内は当館請求記号
1 池上家伝来の写本（上下 2 冊、樽次自筆といわれる）では、合戦の行
われたのは慶安二年夏とあり、合戦の結末は和睦で互いにうちやわらい
で、心のどかに三日三晩酒を汲みかわした、となっている。池上家には
この写本と『水鳥記絵巻』（2 軸 , 成島司直 写 , 狩野董川 画）などが残存
する。『池上家文書』（第 5 輯 , 中道等 校訂 , 1941 ＜ 799-301 ＞）に収
録されている『水鳥記』は絵巻中の詞書きを翻刻し、写本との相違を傍
書したもの。
2 喜多村信節 撰 , 近藤圭造 校訂『嬉遊笑覧』名著刊行会 , 1970（日本随
筆大成 1916 年刊の複製版）＜ UR1-8 ＞
巻 10 上 飲食 p.490 に、「……慶安のころ地黄坊樽次が大師河原の底深と
酒戦のこと〔水鳥記〕にしるして世に聞えたり……」などと記載がある。
3 [ 斎藤月岑 ][著 ], 今井金吾 校訂『定本武江年表 上』筑摩書房 , 2003
＜ GC67-H106 ＞巻之 2（慶安）年間記事 p.135 に「酒戦といふ事行わる。
慶安のはじめ、大塚の地黄坊樽次・池上の大蛇丸底深などと仮名せし大
酒の輩、党を結びて酒を呑し事あり。其顛末を記したる『水鳥記』とい
へる冊子あり……」などと記載がある。
4 江戸時代の日本酒は、蔵元から樽のまま原酒（18 ～ 20 度）で出荷され、
酒問屋に渡る途中で割り水された。この水で割った日本酒（5 ～ 10 度）が、
江戸の町では一般に飲まれていた。ちなみに、酒を水で割ることを玉割
りといった。
5 藤岡屋由蔵 [ 著］, 鈴木棠三・小池章太郎 編『藤岡屋日記 第 1 巻』　
三一書房 , 1987 ＜ GB391-E3 ＞
p.179「文化十二乙亥年十月廿一日 千住壱丁目中屋六右衛門が家にて
六十年賀酒呑くらべ有之」とあり、各人の酒量などが記されている。
6 『珍書刊行会叢書 第 6 冊』「街談文々集要 下集」珍書刊行会 , 1916　
https://dl.ndl.go.jp/pid/945288
pp.96-109 に、「千壽催酒戰」が収録されている。
7 日本随筆大成編輯部 編『日本随筆大成 第 3 期第 7 巻』日本随筆大成
刊行会 , 1930 ＜ 081-N691 ＞
pp.1-940 に『甲子夜話』巻 1-50 を収録。巻 11 pp.165-167 に、「文化
十二年十月廿一日千住宿一丁目中屋六右衛門六十賀酒戦」と題し、大酒
飲みの記録を収録。
8 第 18 冊、84 丁表～ 88 丁裏「飲食闘會」。
9　1 皿を 200 文とすると、約 150 皿食べたことになる。
10 前掲注 5『藤岡屋日記 第 1 巻』pp.194-196。「文化十四丑年三月 両
国柳橋万八楼にて、大食大酒の興行」とあり、稀人たちの酒量、食べた
量などが記されている。
11 日本随筆大成編輯部 編『日本随筆大成 第 2 期第 1 巻』日本随筆大成

刊行会 , 1928 ＜ 081-N691 ＞
pp.1-346 に『兎園小説』を収録。第 12 集 pp.310-312 に、文化 14 年丙
丑 3 月 23 日の「大酒大食の會」について、関思亮 ( 号は海棠庵 ) の話と
して紹介されている。
12 『文化秘筆』 写 , 1 冊＜ 103-247 ＞
110 丁表～ 112 丁表に、「文化十四年丑年……兩國柳橋萬屋八兵衛方ニ
テ大酒大食會興行……」とあり、稀人たちの酒量、食べた量などが記さ
れている。
13 江戸東京博物館が所蔵。デジタル画像も公開されている。
https://www.edohakuarchives.jp/detail-4743.html
14 田中香涯『医事雑考竒珍怪』 鳳鳴堂書店 , 1939
https://dl.ndl.go.jp/pid/1031424
pp.237-239 に、「眉唾物の大酒大食會の記録」を収録。
15 「亭子院賜飲記」『国史大系 新訂増補 新装版 第 29 巻 下』pp.296-297

「本朝文粋」第 12 「記」の内 , 吉川弘文館 , 1999 ＜ KG817-G18 ＞
16 『読売新聞』1884 年 2 月 14 日 p.2「大食會」、同年 2 月 3 日 p.2「大食」
17 住江金之『日本の酒』河出書房新社 , 1962 ＜ 588.5-Su778n ＞ 
pp.156-162「酒合戦」の項中の pp.161-162 に、埼玉県熊谷町で催され
た大酒会の記載がある。
本山荻舟『飲食事典』 平凡社 , 1958 ＜ 596.033-M895i ＞ 
pp.234-235「酒合戦」の項中の p.235 に、熊谷町での大酒会の記載がある。
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https://dl.ndl.go.jp/pid/993340
三田村鳶魚 校 , 山田清作 編『未刊随筆百種 第 8』米山堂 , 1927 （『文化
秘筆』を収録）＜ 049.1-M465-M ＞
棚橋正博 校訂『式亭三馬集』国書刊行会 , 1992（『当世七癖上戸』を収録）
＜ KG237-E9 ＞
紀田純一郎・間羊太郎 共編『これが日本一　記録がなんでもわかる本』
竹内書店 , 1967 ＜ Y88-373 ＞
※ URL の最終アクセス日：2022 年 11 月 1 日

『當世七癖上戸』巻之下　5 丁裏～ 6 丁表
文化・文政の頃の煮売り酒屋。江戸の随所にあり、飯、魚、野菜、豆など煮たおかずを売るだけでなく
酒も飲ませた。「酒」「大極上中汲にごり酒」「御吸物 御取肴」と書かれた看板が見える。
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足元から紐解く生活史 　
第34回企画展
行田市郷土博物館 編・刊
2021.10
79 p ; 30 cm 
<請求記号 GD64-M31>

　

埼
玉
県
行
田
市
は
、
足
袋
や
ス
リ
ッ
パ
の

一
大
産
地
と
し
て
の
歴
史
を
持
つ
。
行
田
市

郷
土
博
物
館
の
企
画
展
を
ま
と
め
た
本
書

は
、
古
墳
時
代
に
農
具
と
し
て
用
い
ら
れ
た

田
下
駄
か
ら
、
昭
和
後
期
に
定
着
し
た
靴
・

ス
リ
ッ
パ
に
至
る
ま
で
、
日
本
の
履
物
と
暮

ら
し
の
変
遷
を
捉
え
て
い
る
。

　

コ
ウ
カ
ケ
、
あ
と
ま
る
、
七
つ
は
ぎ
、
こ

れ
ら
の
名
称
か
ら
履
物
が
思
い
浮
か
ぶ
だ
ろ

う
か
。
七
つ
は
ぎ
は
、
明
治
か
ら
昭
和
に
か

け
て
定
番
だ
っ
た
着
脱
し
や
す
い
紳
士
靴
の

こ
と
。
七
枚
の
革
を
縫
い
合
わ
せ
て
あ
る
こ

と
か
ら
こ
の
呼
び
名
が
付
い
た
と
い
う
。
こ

う
し
た
別
名
の
由
来
等
、
腑
に
落
ち
る
説
明

を
付
し
た
履
物
が
並
ぶ
。
中
で
も
鼻
緒
履
物

の
多
様
さ
は
、
日
本
に
根
付
い
て
き
た
歳
月

の
長
さ
を
物
語
る
。
民
俗
資
料
と
し
て
の
下

駄
は
、
歯
の
形
、
歯
を
入
れ
る
穴
の
位
置
、

台
の
形
、
塗
の
有
無
、
さ
ら
に
は
表
の
素
材

な
ど
、
細
か
く
分
類
す
る
と
膨
大
な
数
に
な

る
と
い
う
。
明
治
末
期
か
ら
昭
和
初
期
に
か

け
て
存
在
し
た
下
駄
ロ
ー
ラ
ー
ス
ケ
ー
ト

に
、
昭
和
前
期
に
用
い
ら
れ
た
海
苔
下
駄
。

履
き
こ
な
す
に
は
習
熟
と
運
動
神
経
を
求
め

ら
れ
そ
う
な
も
の
ま
で
あ
る
。

　

草
履
・
草
鞋
も
用
途
に
応
じ
て
特
化
し
て

い
る
。
例
え
ば
、
上
野
に
立
つ
西
郷
隆
盛
像

が
履
い
て
い
る
「
足
な
か
」
は
、「
足
半
」

と
も
書
き
、
踵
部
分
が
無
い
。
こ
れ
は
ダ
イ

エ
ッ
ト
目
的
で
生
み
出
さ
れ
た
わ
け
で
は
な

く
、
踏
ん
張
り
が
効
き
、
中
世
の
合
戦
時
の

武
士
か
ら
昭
和
初
期
の
労
働
者
に
ま
で
使
用

さ
れ
た
と
い
う
。
他
に
も
、
武
士
の
旅
装
に

用
い
ら
れ
た
武
者
草
鞋
、
神
官
が
履
く
鯖
の

尾
の
草
履
に
、
江
戸
時
代
の
俳
人
が
好
ん
だ

和
紙
草
履
な
ど
、
図
録
な
ら
で
は
の
眺
め
る

楽
し
さ
が
あ
る
。

　

履
物
そ
の
も
の
に
限
ら
ず
、
日
本
最
古
と

さ
れ
る
靴
の
カ
タ
ロ
グ
や
雇
用
契
約
を
記
し

た
文
書
、
工
場
な
ど
の
写
真
も
収
録
さ
れ
て

お
り
、
履
物
の
製
造
・
販
売
・
普
及
の
側
面

に
も
焦
点
が
当
て
ら
れ
て
い
る
。
国
産
靴
の

黎
明
の
章
で
は
、
舶
来
品
と
旧
来
の
国
産
品

と
の
対
決
を
ユ
ー
モ
ラ
ス
に
描
い
た
錦
絵
が

目
を
引
く
。
靴
が
雪
駄
と
四
つ
に
組
み
上
手

を
取
っ
て
い
た
り
、
雪
駄
と
靴
の
仲
裁
役

だ
っ
た
駒
下
駄
が
靴
に
背
後
を
取
ら
れ
て
い

た
り
。
明
治
初
期
頃
の
絵
師
は
、
靴
を
優
勢

と
み
な
し
た
こ
と
が
窺
え
る
。

　

こ
れ
ら
歴
史
的
な
切
り
口
に
加
え
て
、
本

書
は
各
地
の
産
業
の
紹
介
に
も
頁
を
割
い
て

い
る
。
履
物
重
要
木
工
集
団
地
域
に
指
定
さ

れ
、
最
盛
期
に
は
年
間
５
６
０
０
万
足
を
生

産
し
た
松
永
（
広
島
県
福
山
市
）
の
下
駄
産

業
に
、
鎌
倉
彫
や
漆
塗
り
を
取
り
入
れ
た
静

岡
の
下
駄
産
業
。
現
在
も
仕
上
げ
工
程
は
全

て
手
作
業
で
行
う
行
田
市
の
足
袋
産
業
。
農

閑
期
の
副
業
と
し
て
草
履
作
り
が
盛
ん
だ
っ

た
流
れ
を
汲
み
、戦
後
発
展
し
た
南
河
原（
行

田
市
）
の
ス
リ
ッ
パ
産
業
と
、
地
域
に
根
差

し
た
履
物
生
産
の
特
色
を
伝
え
て
い
る
。

　

足
元
か
ら
紐
解
い
た
生
活
史
は
、

１
９
７
０
年
の
大
阪
万
博
を
記
念
し
た
タ
イ

ム
カ
プ
セ
ル
に
収
め
た
履
物
の
写
真
で
締
め

括
ら
れ
て
い
る
。
タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
を
開
く

６
９
７
０
年
に
は
、
ど
の
よ
う
な
形
状
の
履

物
が
主
流
と
な
っ
て
い
る
だ
ろ
う
。

（
光
島 

有
里
）
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N D L  T o p i c sN D L  T o p i c s
資
料
の
デ
ジ
タ
ル
化
に
伴
う
原
資
料
の
利
用
休
止
に

つ
い
て

　　

国
立
国
会
図
書
館
で
は
、
所
蔵
資
料
の
保
存
と
利
用
の
両
立

を
図
る
た
め
デ
ジ
タ
ル
化
に
よ
る
媒
体
変
換
を
行
い
、
作
業
が

終
了
し
た
後
は
、
原
資
料
に
代
え
て
デ
ジ
タ
ル
化
資
料
を
提
供

し
て
い
ま
す
。
こ
の
デ
ジ
タ
ル
化
作
業
の
た
め
、
次
の
と
お
り

一
部
の
資
料
の
利
用
を
休
止
し
ま
す
。

���

利�

用
休
止
期
間

令
和
５
年
４
月
３
日
～
令
和
６
年
３
月
31
日
（
予
定
）

・
東
京
本
館
所
蔵
の
和
図
書　

約
42
万
冊

（�

主
に
昭
和
44
年
１
月
か
ら
平
成
７
年
12
月
ま
で
に
整
理
さ
れ

た
和
図
書
）

※�

対
象
資
料
は
順
次
利
用
を
休
止
し
ま
す
。
ご
利
用
い
た
だ
け

な
い
資
料
は
、
国
立
国
会
図
書
館
オ
ン
ラ
イ
ン
の
書
誌
詳
細

画
面
の
所
蔵
一
覧
で
、「
作
業
中　

デ
ジ
タ
ル
化
の
た
め
」
の

表
示
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
事
前
に
検
索
し
て
ご
確
認
く
だ

さ
い
。

※�

詳
細
に
つ
い
て
は　

国
立
国
会
図
書
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ� >�

資

料
の
保
存� >�

資
料
デ
ジ
タ
ル
化
に
つ
い
て� >�

デ
ジ
タ
ル
化
作

業
に
伴
う
原
資
料
の
利
用
休
止
に
つ
い
て　

に
掲
載
し
て
い

ま
す
。

　

ご
不
便
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
国
民
共
有
の
文
化
的
資
産

を
後
世
に
伝
え
る
た
め
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

新
刊
案
内

レ
フ
ァ
レ
ン
ス　

８
６
６
号　

　

日
本
に
お
け
る
孤
独
・
孤
立
の
現
状
と
対
策

　

２
０
２
３
‐
２
０
２
７
年
の
Ｅ
Ｕ
共
通
農
業
政
策
（
Ｃ
Ａ
Ｐ
）

　

欧�

米
主
要
国
の
議
会
に
お
け
る
オ
ン
ラ
イ
ン
審
議
の
動
向
―

イ
ギ
リ
ス
及
び
ア
メ
リ
カ
を
中
心
に
―

　

フ
ラ
ン
ス
議
会
に
お
け
る
議
会
倫
理
監
視
機
関

　

イ�

タ
リ
ア
に
お
け
る
命
令
的
委
任
の
禁
止
に
関
す
る
議
論
―

国
会
議
員
の
会
派
変
更
・
党
籍
変
更
の
是
非
―

入
手
の
お
問
い
合
わ
せ

　

日
本
図
書
館
協
会

　

〒
１
０
４
‐
０
０
３
３　

東
京
都
中
央
区
新
川
１
‐
11
‐
14

　

電
話　

０
３
（
３
５
２
３
）
０
８
１
２
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